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　４月９日、町内３つの幼稚園と高

城保育所分園では入園式が、町内３

つの小学校と松島中学校では入学式

が行われました。

　晴れやかな陽気の中、少し緊張し

た様子でお父さんやお母さんと手を

繋ぎながら幼稚園にやってきた園児

たち。入園式では、先生や新しいお

友達と一緒に元気に歌を歌いました。

　小学校では、ぴかぴかの新一年生

が入学しました。先生に名前を呼ば

れると、大きな声で返事をして成長

した姿を見せていました。

　凛々しい制服姿の１２２人の生徒が

入学した松島中学校。爽やかな挨拶

の出来る先輩たちに負けないくらい、

入学したばかりの一年生も立派な挨

拶をしていました。

入　学　式

　松島町都市計画審議会が３月２４

日に役場で開催されました。

　審議会では、阿留多伎眞人会長が

議長となり、景観計画素案に対し意

見をいただきました。

　審議の結果、意見を反映した原案

が承認されました。

都市計画審議会を開催

　４月８日、宮城県松島高等学校で

入学式が行われました。松島高校は

今年度から県内で初めて「観光科」

が新設され、普通科と合わせて２００

人の生徒が入学しました。

　大橋町長は「松島の歴史と美しい

景観が、皆さんの学びの土台となる

でしょう。高校生活できらりと輝く

瞬間を掴んでください」と式辞を述

べました。

　観光科の授業内容は約１か月の観

光施設での実習など、観光業で即戦

力となれるような内容となっていま

す。

松島高等学校　
県内で初めての「観光科」新設▲先輩の伝統を受け継ぎます

▲代表で高校生活の抱負を発表

▲先生のお話も立派に聞けます

▲貴重なご意見を頂きました

▲大きなお返事をする新一年生

▲先生と一緒にお歌
を歌いました

2
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だわっています

▲左から廣幸さん、幸人さん、靖幸さん

▲満開の梅畑を見学する
協議会のみなさんと生
産者の雫石さん（中央）

　４月 10日に、埼玉県熊谷基地で

自衛隊入隊式が行われ、赤間幸人さ

ん（本郷）が航空自衛隊自衛官候補

生として入隊しました。幸人さんの

祖父廣幸さんは反町分屯地のＯＢで

あり、父の靖幸さんは災害時の救援

活動や海外派遣など、現役の陸上自

衛官として活躍しています。幸人さ

んが自衛官になったことで、松島で

初めての「親子三代の自衛官」が誕

生しました。

　自衛官は幸人さん本人の意思で目

指した夢だったそう。高校時代は、

祖父の勧めで始めたサッカーで身体

や精神を鍛えました。祖父や父の背

中を追いかけ、立派な自衛官になる

ため幸人さんは羽ばたきました。

松島から親子３代の
自衛官が誕生！

　観光客や地元の皆さんに、幅広く

松島を知ってもらおうと始まった

「伊達の逸品　梅の酒協議会」。地

元の素材にこだわり、開発された

「伊達な逸品　梅の酒」が完成し、

その販売が４月２６日に開始されま

した。

　材料の梅は手樽地区の雫石和夫さ

んが生産した「白加賀」を使用。来

年春発売のものは、手樽産の梅に加

え、幡谷地区の只木忠治さんが生産

する米の「まなむすめ」が使われま

す。

　梅の酒は、町内各地の酒屋などで

販売されます。生産者と販売者が一

体となって開発した梅の酒。６次産

業化による地域活性化に貢献します。

「伊達の逸品梅の酒」
販売開始

　松島湾を囲む三市三町（多賀城市、
塩釜市、東松島市、七ヶ浜町、利府
町、松島町）と宮城県が、松島湾全
体の観光振興を図る「松島“湾”ダー
ランド構想」。そのキックオフイベ
ントが３月２９日、松島海岸中央広場
で行われました。
 　会場では三市三町で採れた食材
が入った特製鍋の振る舞いや、各市
町の特産品の販売、ステージでのＰ
Ｒなどが行われ、「松島“湾”ダー
ランド構想」に向け一致団結しまし
た。

松島“湾”ダーランド
キックオフイベント！

▲松島“湾”ダーランド始動です！

▲三市三町のおいしいものが入った
鍋の振る舞い

▲ステージでは松島キャンペーンレ
ディがＰＲしました

▲早速試飲をしました
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松　

島　

町

　

平
成　

年
度
施
政
方
針
と

２６

　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
予
算
の
概
要

（
土
地
利
用
）

　

景
観
計
画
に
も
と
づ
き
松
島
の

美
し
い
景
観
を
継
承
、
創
造
し
な

が
ら
、
交
通
利
便
性
を
活
か
し
た

住
居
系
や
産
業
系
の
土
地
利
用
を

促
進
し
、
定
住
促
進
や
産
業
振
興

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
土
地
利
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

（
環
境
保
全
）

　

安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
ご
み
の
分
別
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
環
境
に
優
し
い

ご
み
処
理
の
推
進
を
図
り
、
資
源

の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
循
環
型

社
会
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
の
被
害
対
策
に

つ
い
て
は
、
町
民
が
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
庁
舎
駐
車
場

お
よ
び
町
内
各
教
育
施
設
等
で
の

空
間
線
量
の
測
定
を
今
後
も
継
続

し
て
い
く
と
と
も
に
、
給
食
を
は

じ
め
と
し
た
食
品
な
ら
び
に
土
壌

の
検
査
を
随
時
行
い
ま
す
。

（
河
川
・
港
湾
）

　

高
城
川
・
松
島
港
に
お
け
る
護

岸
、 

浮  
桟  
橋 
等
の
災
害
復
旧
工
事

う
き 

さ
ん 

ば
し

が
平
成　

年
度
も
引
き
続
き
行
わ

26

れ
ま
す
の
で
、
遅
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
宮
城
県
と
協
議
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
高
城
川
の
松
島
橋
か
ら

上
流
部
の
河
川
改
修
工
事
に
つ
い

て
も
、
早
期
完
成
に
向
け
調
整
を

進
め
ま
す
。

（
住
宅
）

　

磯
崎
地
区
の
華
園
、
美
映
の
丘

へ
木
造　

戸
の
災
害
公
営
住
宅
を

40

建
設
し 
借  
上 
の
仮
設
住
宅
で
生
活

か
り 

あ
げ

を
し
て
い
る
方
を
優
先
的
に
入
居

す
る
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

（
定
住
対
策
）

　

補
助
金
を
活
用
し
て
松
島
へ
移

り
住
む
方
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
制
度
の

周
知
徹
底
を
図
ま
す
。

　

ま
た
、
宅
地
か
さ
上
げ
等
防
災

対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
補
助
金
を

交
付
す
る
と
と
も
に
、
津
波
被
災

者
の
方
に
対
す
る
住
宅
再
建
に
つ

い
て
も
支
援
し
、
生
活
再
建
の
負

担
軽
減
を
引
き
続
き
図
り
ま
す
。

（
企
業
誘
致
）

　

東
北
放
射
光
施
設
の
本
町
へ
の

誘
致
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
東
北

放
射
光
誘
致
協
議
会
を
設
立
し
、

町
、
町
民
、
経
済
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

（
上
水
道
）

　

町
民
に
良
質
な
水
を
安
定
供
給

す
る
た
め
、
水
質
や
放
射
性
物
質

検
査
を
徹
底
し
、
水
質
基
準
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、 

二  
子  
屋 
浄
水

ふ
た 

ご 

や

場
の
整
備
促
進
と
復
興
事
業
等
に

伴
う
配
水
管
移
設
な
ど
、
水
道
施

設
の
更
新
や
改
良
工
事
を
実
施
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
と
機
能
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
の
健
全
な
経

営
を
図
る
た
め
、
歳
入
の
確
保
と

更
な
る
経
費
の
節
減
に
努
め
、
効

率
的
な
経
営
を
進
め
ま
す
。

（
下
水
道
）

　

松
島
地
区
垣
ノ
内
の
国
道　

号
45

歩
道
整
備
に
伴
う 
管  
渠 
の
移
設
工

か
ん 

き
ょ

事
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
計
画
策

定
の
実
施
設
計
を
行
い
、
施
設
老

朽
機
器
更
新
の
年
次
計
画
を
策
定

し
、
適
正
な
運
転
管
理
の
も
と
に

快
適
な
生
活
環
境
を
町
民
に
提
供

し
ま
す
。

  
ま
た
、
初
原
地
区
を
は
じ
め
と

す
る
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

復
旧
・
復
興
事
業
の
進
捗
を
見
極

め
な
が
ら
、
事
業
再
開
の
時
期
を

考
え
て
ま
す
。

　

雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

震
災
で
地
盤
沈
下
が
生
じ
て
い
る

松
島
海
岸
な
ら
び
に
高
城
浜
の
沿

岸
部
に
お
い
て
、
災
害
復
旧
に
よ

る
ポ
ン
プ
場
建
設
お
よ
び
幹
線
水

路
工
事
の
実
施
設
計
を
行
い
、
災

害
復
旧
事
業
の
推
進
に
努
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
地
区
の
小
石
浜
・

小
梨
屋
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

復
興
交
付
金
事
業
に
よ
る
ポ
ン
プ

場
新
設
・
増
強
お
よ
び
幹
線
水
路

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
松
島
地
区
の
普
賢
堂
・

蛇
ヶ
崎
、
高
城
地
区
の
西
柳
、
磯

崎
地
区
の
磯
崎
・
長
田
に
お
き
ま

し
て
は
、
ポ
ン
プ
機
能
の
増
強
お

よ
び
幹
線
水
路
工
事
の
調
査
設
計

を
実
施
し
、
復
興
交
付
金
事
業
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
各
排
水
ポ
ン
プ
施
設

等
の
保
守
保
全
を
実
施
し
内
水
排

水
に
万
全
を
期
し
、
大
雨
な
ど
に

よ
る
浸
水
被
害
防
止
を
図
り
、
暮

ら
し
の
安
全
・
安
心
に
努
め
ま
す
。

「住んでいて良かった。
　　　住んでみたいまち。松島」
　３月に開催された定例議会で、一般会計予算案ほか 8

つの各種会特別会計予算案が承認されました。本年度の

施政方針と予算の概要について紹介します。

自
然
に
恵
ま
れ
た

住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
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（
道
路
）

　

引
き
続
き
震
災
で
被
災
し
た
道

路
お
よ
び
橋
梁
の
復
旧
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
復
興
交
付
金
事
業
に
よ

る
避
難
道
路
で
あ
る
都
市
計
画
道

路
根
廻
磯
崎
線
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

早
急
に
整
備
を
図
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

　

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
一
般
県
道
小
牛

田
松
島
線
い
わ
ゆ
る
初
原
バ
イ
パ

ス
の
延
伸
計
画
実
現
を
、
宮
城
県

に
引
き
続
き
要
望
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
主
要
地
方
道
仙
台
松
島
線
の

整
備
に
つ
い
て
も
宮
城
県
に
要
望

し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道　

号
に
つ
い
て
は
、

45

松
島
海
岸
地
区
の
歩
道
整
備
事
業

機
能
強
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

（
防
犯
）

　

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
安
全
・

安
心
推
進
会
議
を
通
し
、
防
犯
関

係
団
体
お
よ
び
警
察
と
協
働
し
防

犯
思
想
の
普
及
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
に
対
す
る
防
犯

灯
設
置
、
修
繕
の
補
助
を
行
う
ほ

か
、
地
域
の
犯
罪
情
勢
に
応
じ
た

対
応
を
、
警
察
等
の
指
導
を
含
め

て
町
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取

り
組
み
ま
す
。

主な事業　　　　　　　　　　
◆松島地区復興まちづくり拠点施設整備事業　  

　115,243（千円）
◆手樽地区復興まちづくり拠点施設整備事業　

　　120,599（千円）
◆松島地区等避難施設整備事業　　　　　　 　 

　776,769（千円）
◆災害公営住宅整備事業　　　　　　　　　　

　　939,324（千円）
◆松島町復興支援定住促進事業補助金　　　　

　 　25,000（千円）
◆町道手樽富山駅線外道路整備事業　　　　　

　1,076,408（千円）
◆町道高城・松島線外道路整備事業　　　　　　

1,128,820（千円）
◆町道上竹谷・高城線外道路整備事業　　　　  

1,192,131（千円）
◆根廻磯崎線道路築造事業　　　　　　　　　

　1,483,940（千円）
◆備蓄倉庫整備事業　　　　　　　　 　 　　　 

 253,171（千円）
◆石田沢・三十刈・東浜地区避難場所整備事業　

1,486,212（千円）
◆手樽地区漁業集落防災機能強化事業　　　　

　  513,799（千円）

と
し
て
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
拡

幅
整
備
工
事
が
着
工
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
早
期
完
成
に
向
け
関

係
機
関
と
調
整
を
進
め
、
松
島
海

岸
地
区
の
通
過
車
輌
軽
減
を
目
的

に
、
社
会
実
験
を
実
施
し
、
道
路

環
境
改
善
に
努
め
ま
す
。

（
公
共
交
通
）

　

松
島
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
平
成　

年
度
中
の
工

27

事
着
手
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
を
進
め
る
と

と
も
に
、
松
島
海
岸
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
早
期
実
現
に
向
け
た

検
討
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
仙
石
線
の
一
部
列
車

が
東
北
本
線
に
乗
り
入
れ
る
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
高

城
町
駅
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
駅
と
駅
周
辺
を
含
め
た
整

備
事
業
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

仙
石
線
の
平
成　

年
度
全
線
開
通

27

に
向
け
て
関
係
機
関
に
協
力
し
ま

す
。

　

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
役
場

庁
舎
へ
の
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
す

で
に
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
駅
乗

り
入
れ
に
つ
い
て
も
、
地
域
公
共

交
通
会
議
で
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
働
き
か
け
、
町
民
に
と
っ
て

利
用
し
や
す
い
運
行
に
努
め
ま
す
。

（
情
報
通
信
）

　

災
害
に
よ
る
重
要
デ
ー
タ
の
消

失
を
防
止
す
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
遠
隔
地
へ
住

民
情
報
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
ク
ラ

ウ
ド
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

引
き
続
き
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
等
を
活
用
し
た
町
政
情
報
や

防
災
、
観
光
情
報
の
積
極
的
な
提

供
を
引
き
続
き
図
り
ま
す
。

（
交
通
安
全
）

　

交
通
安
全
関
係
機
関
や
警
察
と

連
携
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
対

象
と
し
て
、
街
頭
指
導
や
交
通
安

全
啓
発
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
事
故
防
止
の
広
報
活
動
等
を

行
い
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
道
路
の
安
全
点

検
や
交
通
安
全
施
設
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

（
消
防
・
防
災
）

　

震
災
の
教
訓
と
検
証
お
よ
び
津

波
避
難
計
画
を
も
と
に
、
ま
た
、

女
川
原
子
力
発
電
所
か
ら　

�
圏
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内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
原
子
力

災
害
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
、
新
し

い
防
災
・
減
災
対
策
を
図
る
た
め

の
松
島
町
地
域
防
災
計
画
見
直
し

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

町
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、

実
り
の
あ
る
訓
練
を
実
施
し
、
災

害
に
対
す
る
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
で
、
町
民
と
地
域
の
防

災
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、

町
民
の
自
主
的
な
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織

結
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主

防
災
組
織
活
動
へ
支
援
を
し
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、
災

害
時
に
消
防
団
が
円
滑
か
つ
安
全

に
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
訓

練
に
努
め
、
消
防
団
車
両
お
よ
び

 
資  
機  
材 
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り

し 

き 

ざ
い

ま
す
。

　

復
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
震
災

を
教
訓
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
避
難
施
設
や
備
蓄
倉
庫
、
給
水

対
策
と
し
て
の
耐
震
性
貯
水
槽
、

電
力
確
保
と
し
て
の
自
家
発
電
装

置
の
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
松
島
地
区
の
石
田

沢
・
三
十
刈
・
東
浜
の
3
地
区
で

計
画
し
て
い
る
避
難
場
所
整
備
事

業
や
手
樽
地
区
の
漁
業
集
落
防
災
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主な事業　　　　　　　　　　
◆宅配夕食サービス事業 8,649（千円）

◆子ども医療費支給 17,977（千円）

◆子ども・子育て支援事業計画策定

2,860（千円）

◆児童館建設費 185,392（千円）

◆障害者自立支援事業 202,562（千円）

◆健康診査 36,086（千円）

◆予防接種事業  28,419（千円）

健
康
で
互
い
に
助
け
合
い
、

心
の
か
よ
う
温
か
い
ま
ち
づ
く
り

（
保
健
・
医
療
）

　

「
第
2
次
松
島
町
健
康
プ
ラ
ン
」

お
よ
び
「
第
4
次
松
島
町
母
子
保

健
計
画
」
に
基
づ
き
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
的
に
、
一
次
予
防
に

重
点
を
お
い
た
生
活
習
慣
病
対
策

を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

を
予
防
し
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産

で
き
る
よ
う
、
平
成　

年
度
も
引

26

き
続
き
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
に

係
る
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
）

　

住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、

で
き
る
限
り
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
健
康
で
生
き
が
い
を

持
ち
、
い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
今
後

も
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る

方
々
が
、
社
会
的
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

（
児
童
福
祉
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
を
進
め
る
中
で
、
ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
と
と
も
に
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
提
言
を
踏
ま

え
、
よ
り
良
い
子
育
て
支
援
の
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
館
は
、
本
町
の
子

育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

子
ど
も
と
親
が
安
心
し
て
楽
し
く

集
え
る
場
所
と
し
て
、
建
設
を
進

め
ま
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、

虐
待
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
影
響
や

早
期
発
見
、
地
域
支
援
の
必
要
性

に
つ
い
て
啓
発
を
図
り
、
保
護
者

へ
の
育
児
相
談
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
虐
待
の
未
然
防
止
に
努
め

ま
す
。

　

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
保
育
業

務
、
一
時
預
か
り
保
育
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

（
障
害
者
福
祉
）

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
代
わ
り
、

「
障
害
者
の
日
常
生
活
お
よ
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
（
障
害
者
総
合
支
援

法
）」
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
支
援
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
希
望
園
は
、
未
就
学
児
親
子

の
交
流
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
、

障
害
を
持
つ
方
々
が
交
流
し
、
社

会
参
加
す
る
場
と
し
て
活
用
を
図

め
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
消
費
税
率
の

26

引
き
上
げ
に
伴
う
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
低
所
得
者
に
対
す
る
臨

時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
を
実

施
し
、
経
済
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

（
国
民
健
康
保
険
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
被
保
険
者
の
医

療
の
受
診
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

一
部
負
担
金
の
支
払
い
の
免
除
を

実
施
し
、
保
健
事
業
の
健
全
な
運

営
を
目
指
し
、
被
保
険
者
が
適
切

な
医
療
等
を
確
保
で
き
る
よ
う
適

正
な
給
付
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
）

　

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
運
営
主
体
と
な
り
、
高
齢

者
の
医
療
費
を
支
え
る
仕
組
み
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
行
う
事

務
で
あ
る
各
種
申
請
・
届
出
の
受

付
、
保
険
料
の
徴
収
な
ど
に
つ
い

て
、
広
域
連
合
と
連
携
を
図
り
、

高
齢
者
の
身
近
な
窓
口
と
し
て
適

正
に
行
う
よ
う
努
め
ま
す
。

（
介
護
保
険
）

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
第
6

期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
年
度

に
あ
た
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
サ
ー
ビ
ス
量
と
費
用
の
将
来

推
計
、
保
険
給
付
や
事
業
の
方
針

策
定
、
3
年
間
の
保
険
料
の
設
定

等
を
行
い
ま
す
。

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

　

要
支
援
認
定
者
を
対
象
と
し
た

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定

し
、
可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

松
島
の
個
性
を
大
切
に
す
る

心
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

（
学
校
教
育
）

　

新
た
に
町
内
全
て
の
小
学
校
・

中
学
校
・
松
島
高
等
学
校
連
携
に

よ
る 
志 
教
育
支
援
事
業
に
取
り

こ
こ
ろ
ざ
し

組
み
、
相
互
交
流
事
業
、
合
同
発

表
会
を
実
施
し
、
夢
と
志
を
も
っ

た
児
童
生
徒
の
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
秋
田

県
に
か
ほ
市
教
育
委
員
会
と
の
学

力
向
上
交
流
を
継
続
し
、
教
職
員

の
指
導
力
向
上
、
児
童
生
徒
の
交

流
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
「
被
災

地
の
学
び
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

学
び
支
援
事
業
を
推
進
し
、
児
童

生
徒
が
自
ら
進
ん
で
学
習
す
る
環

境
づ
く
り
、
英
語
教
育
や
特
別
支

援
教
育
の
充
実
、
不
登
校
や
心
の

ケ
ア
、
い
じ
め
等
、
家
庭
も
含
め

た
様
々
な
教
育
問
題
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

学
校
の
安
全
・
安
心
な
体
制
づ

く
り
と
し
て
、
松
島
第
五
幼
稚
園
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主な事業　　　　　　　　　　

◆文化観光交流館運営経費 77,522（千円）

◆屋外屋根付多目的運動場整備事業経費　　　

　112,774（千円）

◆幼稚園運営経費（第五幼稚園建設含む）　　　

229,786（千円）

◆学び支援事業 8,326（千円）

の
建
設
を
行
い
、
教
育
環
境
の
整

備
も
図
り
ま
す
。「
松
島
防
災
学
」

に
つ
い
て
も
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
防
災
学
習
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
育

教
育
の
推
進
、
松
島
産
の
米
や
野

菜
等
ふ
る
さ
と
食
材
の
活
用
、
生

産
者
や
地
元
料
理
人
の
方
々
と
児

童
生
徒
の
食
育
交
流
、
放
射
性
物

質
検
査
の
実
施
に
よ
る
安
全
な
給

食
の
提
供
に
よ
り
、
た
く
ま
し
く

健
康
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
児

期
か
ら
の
体
力
づ
く
り
事
業
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
事
業
、
幼
保
小
中

高
の
交
流
の
推
進
、
読
み
聞
か
せ

に
よ
る 
情  
操 
教
育
の
充
実
、
健
康

じ
ょ
う 
そ
う

で
元
気
な
園
児
の
育
成
に
努
め
ま

す
。

（
社
会
教
育
）

　

豊
か
な
松
島
の
歴
史
・
文
化
・

景
観
な
ど
の
教
育
資
源
に
学
ぶ
教

育
活
動
に
町
民
や
関
係
団
体
等
と

協
働
で
取
り
組
み
、 

夫  
婦  
町 
の
に

め 

お
と 

ま
ち

か
ほ
市
と
の
地
域
交
流
、
町
内
外

の
交
流
活
動
と
と
も
に
、
郷
土
の

景
観
に
誇
り
を
持
ち
、
地
域
に
根

ざ
し
た
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
教
育
力

向
上
を
目
指
し
、
公
民
館
や
分
館

と
協
働
で
の
地
域
活
動
や
家
庭
教

育
の
推
進
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
提

供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
サ
ー
ク

ル
活
動
の
育
成
な
ど
子
ど
も
た
ち

の
創
作
活
動
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

　

芸
術
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、

文
化
観
光
交
流
館
を
拠
点
と
し
て
、

質
の
高
い
芸
術
・
文
化
の
発
信
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

幅
広
い
町
民
の
元
気
を
育
む
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
体
力
向
上
事
業
と
し

て
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
、
小
学

校
の
低
年
齢
層
を
対
象
に
、
コ

オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
運
動
す
る
楽
し
さ
を
体
験

し
て
も
ら
う
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

レ
ッ
ス
ン
な
ど
を
取
り
入
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
的
な
体
づ
く
り
、

健
全
な
心
と
体
の
育
成
に
取
り
組

み
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

運
動
公
園
や
温
水
プ
ー
ル
「
美

遊
」
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の

「
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
人
」
を 

生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

皆
さ
ま
ま
で
楽
し
く
利
用
し
や
す

い
施
設
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
運

動
公
園
多
目
的
広
場
の
人
工
芝
へ

の 
張  
替 
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充

は
り 

か
え

実
と
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
観
光
都
市
）

　

町
が
有
す
る
歴
史
や
文
化
、
風

土
を
生
か
し
つ
つ
、
防
災
機
能
も

備
え
た
安
全
で
楽
し
い
観
光
地
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
松
島
パ

ノ
ラ
マ
ハ
ウ
ス
や
西
行
戻
し
の
松

公
園
の
早
期
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

観
瀾
亭
分
室
は
、
歴
史
・
文
化

的
な
建
物
と
し
て
の
保
存
と
避
難

施
設
と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
浦
橋
の
電
飾
を
新
た

に
設
置
し
、
夜
の
松
島
湾
の
景
観

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
再
開
し
ま
す
。

　

富
山
に
つ
い
て
は
、
よ
り
観
光

し
や
す
い
観
光
名
所
と
し
て
公
衆

ト
イ
レ
お
よ
び
表
参
道
の
歩
道
整

備
事
業
を
進
め
ま
す
。

（
交
流
事
業
）

　

松
島
湾
が
「
世
界
で
も
っ
と
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
に
日
本
で
唯

一
加
盟
し
た
こ
と
で
、
そ
の
効
果

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
よ
う
、

様
々
な
事
業
へ
と
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、 

松
島
湾
を
取
り
囲
む

近
隣
市
町
と
宮
城
県
が
連
携
し
、

テ
ー
マ
性
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

持
っ
た
周
遊
型
観
光
地
と
し
て
の

エ
リ
ア
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
秋
田
県
に
か
ほ
市
と

の
交
流
と
連
携
を
深
め
て
い
く
と

と
も
に
、
日
本
三
景
の
広
島
県
廿

日
市
市
や
京
都
府
宮
津
市
を
は
じ

め
、
昨
年
観
光
交
流
協
定
を
締
結

し
た
岡
山
県
倉
敷
市
や
職
員
派
遣

の
協
力
を
得
て
い
る
埼
玉
県

 
滑  
川  
町 
、
東
京
都
豊
島
区
な
ど
と

な
め 

が
わ 

ま
ち

も
積
極
的
に
観
光
交
流
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。

（
国
際
観
光
）

　

海
外
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
招
請
事
業
を
推
進
し
、
復

興
が
進
ん
で
い
る
状
況
を
伝
え
、

世
界
に
向
け
て
魅
力
発
信
を
行
い

ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
国
際
交
流
員
（
C

I
R
）
を
雇
用
し
、
海
外
に
向
け

た
情
報
発
信
や
様
々
な
国
際
交
流

事
業
へ
の
支
援
な
ど
の
活
動
を
通

じ
て
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
景
観
ま
ち
づ
く
り
）

　

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
景
観

25

計
画
に
基
づ
き
、
景
観
重
点
地
区

内
の
修
景
事
業
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
、
積
極
的
な
景
観
形
成

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道　

号
な
ど
の
景
観

45

重
要
公
共
施
設
の
指
定
に
向
け
て

景
観
審
議
会
を
開
催
し
て
検
討
を

行
い
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
北
6
県
の
自
治
体

で
構
成
す
る
東
北
都
市
景
観
協
議

会
を
開
催
し
て
、
景
観
づ
く
り
に

対
す
る
行
政
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
と
景
観
づ
く
り
へ
の
周
知

を
図
り
ま
す
。
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潮
堤
が
未
着
手
の
区
間
に
つ
い
て

も
、
今
年
度
よ
り 
築  
堤 
工
事
に
着

ち
く 

て
い

手
し
ま
す
。

（
商
工
業
）

　

震
災
か
ら
の
復
興
や
生
活
支
援
、

商
店
街
の
活
性
化
、
町
内
で
の
消

費
拡
大
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

（
住
民
参
加
）

　

今
年
度
か
ら
2
ヵ
年
間
で
の
次

期
長
期
総
合
計
画
策
定
を
行
う
に

あ
た
り
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
満
足
度
調
査
の
実
施
や
町
民
の

意
思
表
示
の
場
の
提
供
を
行
い
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
、
町
の
新
た
な
指

針
と
な
る
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

（
広
域
行
政
）

　

塩
釜
消
防
事
務
組
合
と
塩
釜
地

区
環
境
組
合
が
統
合
さ
れ
た
新
体

制
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
広
域
行

政
の
拠
点
と
し
て
町
民
の
皆
様
に

対
し
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

で
き
る
よ
う
連
携
を
密
に
図
り
ま
す
。

主な事業
◆水田農業構造改革対策経費

4,294（千円）

◆松くい虫防除事業

 23,487（千円）

◆水産業振興関係経費

12,783（千円）

◆経営改善普及・商工振興助成経費

　　　　　　 15,806（千円）

主な事業　　　　　　　　　　

◆国際交流員雇用事業 3,521（千円）

◆松島町もっともっとＰＲ事業 1,419（千円）

◆世界で最も美しい湾クラブ関係経費 6,374（千円）

（
文
化
財
保
護
）

　

震
災
後
の
復
興
事
業
な
ど
の
推

進
に
よ
り
、
景
観
、
生
活
、
生
業
、

安
全
の
確
保
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
現
状
変
更
の
手
続
き
に
関
す

る
指
導
と
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

歴
史
と
文
化
を
継
承
し
、
文
化
遺

産
の
保
護
と
活
用
を
図
っ
た
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の

授
業
で
ふ
る
さ
と
松
島
の
歴
史
・

文
化
教
育
の
学
習
機
会
を
増
や
し
、

新
た
な
歴
史
文
化
教
育
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
財
に
つ
い
て
、
松

島
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
観
光

の
国
際
化
や
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
で
き
る
よ
う
、
そ
の
活
用
を
図

り
ま
す
。

（
地
産
地
消
）　

　

松
島
町
地
産
地
消
実
行
委
員
会

な
ど
を
通
じ
て
、
地
場 
産  
品 
の
消

さ
ん 

ぴ
ん

費
拡
大
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町

内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い

て
、
環
境
保
全
米
や
松
島
白
菜
な

ど
の
地
場
産
品
の
宣
伝
販
売
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
給
食
で

地
場
産
食
材
の
利
用
を
推
進
、
支

援
し
ま
す
。

　

（
農
業
振
興
）

　

農
業
生
産
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
ほ
場
整
備
事
業
実
施
地
区
を

中
心
に
農
作
物
を
生
産
す
る
担
い

手
の
方
に
、
農
地
の
集
積
や
効
率

的
利
用
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

 
不  
作  
付  
地 
解
消
の
た
め
に
、
備
蓄

ふ 

さ
く 

つ
け 

ち

米
、 
飼  
料 
用
米
等
の
多
用
途
米
の

し 

り
ょ
う

作
付
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
給
率
の
向
上
と
農
業

の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
経
農

地
の
集
積
に
よ
る
農
業
経
営
の
安

定
や
地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保

を
行
い
ま
す
。

　

町
花
で
あ
る
セ
ッ
コ
ク
の
培
養

施
設
が
、
手
樽
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
内
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
も
、
松
島
・
夢
・
農
業

農
村
活
性
化
推
進
協
議
会
を
通
じ

て
、
セ
ッ
コ
ク
の
栽
培
や
販
売
等

の
支
援
を
し
ま
す
。

　

県
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の 
下  
志 

し
も 

し

 
田 
地
区
で
引
き
続
き
整
備
が
進
め

だら
れ
、
県
営
事
業
で
あ
る
銭
神
地

区
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
引
き
続
き
用
水
路
整
備
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
城
川 
揚  
水  
機  
場 
更
新
事
業

よ
う 

す
い 

き 

じ
ょ
う

に
つ
い
て
は
、
高
城
川 
取  
水  
部 
改

し
ゅ 

す
い 

ぶ

修
工
事
を
引
き
続
き
行
い
、
今
年

度
で
事
業
が
完
了
し
ま
す
。 

不  
来 

こ 

ず

 
内 
排
水
機
場
更
新
事
業
に
つ
い
て

な
いは

、
事
業
計
画
策
定
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
、
手
樽
地
区
農
地
海
岸
の
復

旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
早
期
復
旧

を
宮
城
県
に
要
望
し
ま
す
。

（
林
業
振
興
）

　

松
く
い
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て

は
、
宮
城
県
や
関
係
自
治
体
と
連

携
し
て
、
空
中
散
布
お
よ
び
地
上

散
布
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
実
施
す

る
な
ど
し
て
、
松
枯
れ
予
防
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
被
害
木
の
早
期

 
伐  
倒 
に
よ
り
松
枯
れ
被
害
の
拡
大

ば
っ 

と
う

防
止
を
図
る
こ
と
で
景
観
保
持
に

努
め
ま
す
。

　

近
年
深
刻
化
し
て
い
る
ウ
ミ
ネ

コ
被
害
に
対
し
て
は
、
宮
城
県
と

観
光
協
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
協

力
し
て
、
ウ
ミ
ネ
コ
の
磯
島
へ
の

 
営  
巣 
防
止
や
遊
覧
船
か
ら
の
餌
付

え
い 

そ
う

け
禁
止
を
行
う
こ
と
で
、
被
害
の

軽
減
に
努
め
ま
す
。

（
水
産
業
）

　

カ
キ
の
養
殖
施
設
に
つ
い
て
は
、

震
災
前
の
約
7
割
ま
で
復
旧
し
て

い
ま
す
の
で
、
全
面
復
活
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

2
年
連
続
で
カ
キ
が
死
滅
し
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
漁
場
環

境
調
査
の
実
施
を
国
や
県
に
要
望

し
て
お
り
、
ま
た
、
漁
協
、
漁
業

者
お
よ
び
N
P
O
団
体
な
ど
と
連

携
し
て
藻
場
の
再
生
に
取
り
組
む

こ
と
で
湾
内
の
環
境
改
善
に
努
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
と
し
て
も
補

助
を
行
う
な
ど
し
て
カ
キ
養
殖
の

再
生
を
支
援
し
ま
す
。

　

漁
港
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

早
期
復
旧
を
宮
城
県
に
要
望
し
ま

す
。

　

ま
た
、
町
管
理
漁
港
に
つ
い
て

も
、
今
年
度
よ
り
本
格
的
に
復
旧

工
事
に
着
手
し
ま
す
。
さ
ら
に
防

�
松
島
人
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
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50% 
 

40% 
 

30% 
 

20% 
 

10% 
 

0% 
 

松島町一般会計総額　86億8800万円 

※構成比の数値は、四捨五入しているため、計の数値と合わない場合があります。 

依

存

財

源 

60.7 
%

自

主

財

源 

39.4 
%

16.5 
%

各会計区分（単位：千円） 

歳　　出 歳　入 （単位：千円） （単位：千円） 

■国民健康保険特別会計 

■後期高齢者医療特別会計 

■介護保険特別会計 

■介護サービス事業特別会計 

■観瀾亭等特別会計 

■松島区外区有財産特別会計 

■下水道事業特別会計 

■水道事業会計 

1,894,615 

209,622 

1,477,200 

7,366 

62,389 

1,582 

1,726,862 

780,775

依存財源 
　国や県の意思により
定められた額を交付さ
れたり、割り当てられ
たりする収入をいいま
す。 
　地方交付税・国、県
支出金などがこれにあ
たります。 

自主財源 
　歳入のうち、自主的
に収入できるものをい
います。 
　町税、分担金および
負担金、使用料および
手数料などがこれにあ
たります。 

義務的経費 
　人件費や扶助費など
の支出が義務づけられ、
任意に削減できない経
費をいいます。 

一般行政経費 
　義務的経費や投資的
経費などを除いた経常
的に支出される経費を
いいます。 

投資的経費 
　支出の効果が資本形
成に向けられ、施設等
がストックとして将来
に残るものに支出され
る経費をいいます。 

人件費 
1,164,322（13.4%） 

一
般
行
政
経
費 

51.4 
%

義
務
的
経
費 

25.6 
%

投
資
的
経
費 

23.0 
%

災害復旧費 
369,250（4.2%） 

補助費等 
867,275（10.0%） 

繰出金 
1,694,551（19.5%） 

物件費 
1,346,790（15.5%） 

町債 599,900（6.9%） 

地方交付税 
2,515,517（29.0%） 

国県支出金 
1,877,115（21.6%） 

その他（自主財源） 
1,448,277（16.7%） 

分担金及び負担金、 
使用料・手数料・ 
諸収入　363,018 
         （4.2%） 

町税 
1,603,834（18.5%） 

その他　187,565（2.2%） 

普通建設事業費 
2,002,371（23.0%） 

扶助費　467,988（5.4%） 

人件費 
1,164,322（13.4%） 

公債費 587,888（6.8%） 

その他（依存財源） 
 280,339（3.2%） 

目的別経費 
その他　10,000（0.1%） 

 

労働費 49,231（0.6%） 

議会費 114,341（1.3%） 

災害復旧費 
1,128,843（13.0%） 

 

教育費 
806,361（9.3%） 

土木費 
2,004,583（23.1%） 

総務費 
879,791（10.1%） 

民生費 
1,728,989（19.9%） 

公債費 
587,893（6.8％） 

消防費 230,324（2.7%） 
 

衛生費 391,108（4.5%） 
 

農林水産業費 
510,707（5.9%） 

商工費 245,829（2.8%） 
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あ
り
が
と
う 

　

ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
町
の
災
害
復
旧
支
援
の
た
め
応
援

に
来
て
い
た
だ
き
、
今
年
の
３
月　

日
３１

に
退
任
さ
れ
た
災
害
派
遣
職
員
を
ご
紹

介
し
ま
す

建設課　佐々木智也主査
秋田県にかほ市より派遣

　平成２４年４月１日～

　平成２６年３月３１日

主に漁業集落・防災機能

強化事業を担当

建設課　熊本章二主査
京都府宮津市より派遣

　平成２５年４月１日～

　平成２６年３月３１日

主に避難場所整備事業を

担当

建設課　栗田学主幹
岐阜県大垣市より派遣

　平成２５年１０月１日～

　平成２６年３月３１日

主に手樽地区の復興事業

（避難道路）を担当

建設課　三戸浩司主幹
広島県廿日市市より派遣

　平成２５年４月１日～

　平成２６年３月３１日

主に高城磯崎地区の復興

事業（避難道路）を担当

建設課　鈴木春彦主幹
東京都豊島区より派遣

　平成２５年４月１日～

　平成２６年３月３１日

主に松島地区の復興事業

（避難道路）を担当

建設課　工藤一権主幹
秋田県秋田市より

　平成２５年４月１日～

　平成２６年３月３１日

主に用地関連事業、災害

公営住宅関連事業を担当

水道事業所　會澤孝之主幹
埼玉県滑川町より派遣

　平成２6年１月１日～

　平成２６年３月３１日

主に災害復旧・復興事業の

計画を担当

水道事業所　内田浩輔主事
埼玉県滑川町より派遣

　平成２６年４月１日～

　平成２６年９月３０日

建設課　藤井直主事
東京都豊島区より派遣

　平成２６年４月１日～

　平成２７年３月３１日

建設課　佐藤善輝主事
秋田県にかほ市より派遣

　平成２６年４月１日～

　平成２6年９月３0日

建設課　薩川貴弘主査
宮城県より派遣

　平成２６年４月１日～

　平成２７年３月３１日

建設課　日比野利哉主幹
岐阜県大垣市より派遣

　平成２６年４月１日～

　平成２６年９月３０日

建設課　山田卓実主査
広島県廿日市市より派遣

　平成２６年４月１日～

　平成２6年９月３0日

建設課　藤井賢司主査
秋田県秋田市より派遣

　平成２６年４月１日～

　平成２７年３月３１日

宜
し
く

　

お
願
い
し
ま
す

　

今
年
の
４
月
１
日
よ
り
、
新
た

に
着
任
さ
れ
た
災
害
派
遣
職
員

を
ご
紹
介
し
ま
す

災害派遣職員
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松
島
町
職
員
人
事
異
動

松
島
町
職
員
人
事
異
動

4
月
1
日
付
（

）
内
は
前
職
名

4
月
1
日
付
（　

）
内
は
前
職
名

【
総
務
課
】▼
副
参
事　

菊
地
磯
子

（
産
業
観
光
課
商
工
観
光
班
長
）

《
総
務
管
理
班
》▼
主
査　

千
葉
浩

司（
水
道
事
業
所
主
査
）▼
主
査　

渡
邉
理
加（
松
島
第
一
幼
稚
園
主

査（
教
諭
））《
環
境
防
災
班
》▼
主

査　

蜂
谷
文
也（
企
画
調
整
課
主

査
兼
震
災
復
興
対
策
室
主
査
）　

【
企
画
調
整
課
】《
企
画
調
整
班
》▼

主
査　

新
田
陽（
産
業
観
光
課
主

査
）《
ま
ち
づ
く
り
支
援
班
》▼
主

査
兼
震
災
復
興
対
策
室
主
査　

清

水
啓
貴（
企
画
調
整
課
企
画
調
整

班
主
事
）

【
財
務
課
】《
税
務
班
》▼
主
査　

土

井
有
紀（
産
業
観
光
課
主
査
）《
特

別
滞
納
整
理
室
》▼
主
事　

磯
田

直
哉（
財
務
課
税
務
班
主
事
）

【
町
民
福
祉
課
】《
高
城
保
育
所
》▼

所
長　

渡
邉
礼
子（
磯
崎
保
育
所

長
）《
磯
崎
保
育
所
》▼
所
長　

伊

藤
か
お
る（
町
民
福
祉
課
主
幹（
保

育
士
）（
高
城
保
育
所
））▼
主
査

（
保
育
士
）　

佐
藤
雅
子（
総
務
課

主
査（
保
育
士
））

【
健
康
長
寿
課
】《
高
齢
者
支
援
班
》

▼
主
査　

櫻
井
和
也（
総
務
課
主

査
）

【
産
業
観
光
課
】《
観
光
班
》▼（
兼
）

班
長　

阿
部
礼
子（
産
業
観
光
課

長
）▼
主
査　

金
津
晶
子（
教
育
課

主
査
）▼
主
事　

遠
田
竜
司（
総
務

課
主
事
）《
産
業
振
興
班
》▼
参
事

兼
産
業
振
興
班
長　

伊
藤
政
宏

（
参
事
兼
農
林
水
産
班
長
）

【
建
設
課
】《
復
興
班
》▼
技
師　

鈴

木
え
り
子（
総
務
課
技
師
）《
管
理

班
》主
査　

赤
間
真
吾（
財
務
課
主

査
）

【
水
道
事
業
所
】《
施
設
班
》▼
主
査

　

岡
崎
秀
一（
水
道
事
業
所
技
師
）

【
会
計
課
】▼
次
長　

佐
藤
淳（
中

央
公
民
館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
所
長
兼
文
化
観
光
交
流
館
長
）

【
教
育
委
員
会
】▼
課
長　

櫻
井
光

之（
教
育
課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
海
洋
セ
ン
タ
ー

所
長
）《
学
校
教
育
班
》▼
主
査　

a
橋
卓
也（
教
育
課
主
事
）▼
主
事

　

a
橋
洵
子（
健
康
長
寿
課
主
事
）

《
生
涯
学
習
班
》▼（
兼
）中
央
公
民

館
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
所
長
兼
文
化
観

光
交
流
館
長　

千
葉
義
行（
教
育

課
生
涯
学
習
班
長（
社
会
教
育
主

事
））《
文
化
観
光
交
流
館
》▼
主
幹

　

佐
々
木
弘
子（
議
会
事
務
局
主

幹
）《
松
島
第
一
幼
稚
園
》▼
教
諭

　

鈴
木
志
保（
松
島
第
五
幼
稚
園

教
諭
）　

【
議
会
事
務
局
】▼
主
事　

阿
部
友

希（
会
計
課
主
事
）

【
監
査
委
員
事
務
局
】▼（
併
）書
記

　

阿
部
友
希（
会
計
課
主
事
）

○
退
職
者

（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
付
）

▼
佐
々
木
功（
水
道
事
業
所
参
事

兼
副
所
長
）

（
平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
付
）

▼
山
崎
良（
建
設
課
技
師
）

（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
高
橋
昭
夫（
建
設
課
参
事
）▼
木

村
惠
子（
文
化
観
光
交
流
館
主
幹
）

▼
三
品
ひ
と
み（
松
島
第
一
幼
稚

園
主
幹（
教
諭
））▼
千
葉
圭
子（
高

城
保
育
所
長
）▼
曽
部
美
奈
子（
磯

崎
保
育
所
主
幹（
保
育
士
））

○
新
規
採
用
職
員（
四
月
一
日
付
）

▼
町
民
福
祉
課
保
育
士（
磯
崎
保

育
所
）　

弓
田
恵
美　

▼
町
民
福

祉
課
主
事　

山
形
梨
絵　

▼
建
設

課
技
師　

志
田
晃
一
郎　

▼
水
道

事
業
所
主
事　

大
西
啓
太　

▼
松

島
第
一
幼
稚
園
教
諭　

吉
田
大
育

▼
松
島
第
五
幼
稚
園
教
諭　

丹
野

麻
美

▲左から志田晃一郎、山形梨絵、弓田恵美、
吉田大育、丹野麻美、大西啓太

民生委員・児童委員を 

紹介します
　松島町民生委員・児童委員に桜井豊一さ

んが委嘱されました。桜渡戸区全域を担当

し、地域の福祉の相談にあたります。

　生活困窮、高齢者や障がい者、母子父子

家庭、虐待防止などの身近な相談にあたり、

関係機関と協力して支援します。

退任民生委員・児童委員の永年勤続表彰

の伝達式が行われました
　３月１７日 (月 )、一斉改選により昨年１１月で退任された

民生委員・児童委員で永年勤続の特別表彰の伝達が行われ、

表彰状と記念品が贈られました。

厚生労働大臣特別表彰（在職２０年以上）　

　角田　富子さん

全国民生委員児童委員協議会連合会長表彰（在職１５年以上）

　角田　富子さん、戸石　のぶ子さん、菅野　正己さん

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�▲桜井さん、宜しくお願い ▲長年に渡り民生委員・児童委員として活動された戸石さん（左）、角田さん（中央）、菅野さん（右）
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観
瀾
亭
生
け
花
展

　

松
島
湾
の
き
れ
い
な
景
色
が
見

渡
せ
る
、
伊
達
家
ゆ
か
り
の
観
瀾

亭
を
会
場
と
し
、
生
け
花
展
を
４

月
か
ら
６
月
ま
で
３
期
に
渡
り
開

催
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
花
に
彩

ら
れ
た
観
瀾
亭
に
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
会
期

〈
第
二
期
〉
５
月
９
日 （
金
）〜

５
月　

日（
火
）午
前
８
時
半
〜

１３

午
後
５
時

〈
第
三
期
〉
６
月　

日（
金
）〜

13

６
月　

日（
火
）午
前
８
時
半
〜

１７

午
後
５
時

※
各
会
期
初
日
の
前
日
お
よ
び
最

終
日
の
翌
日
は
作
業
を
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

観
瀾
亭
内
お
よ
び
庭
園
、

　
　
　
　

松
島
博
物
館　

敷
地
内

　

昨
年
の
『
仙
台
・
宮
城
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に

引
き
続
き
、
今
年
は
『
仙
台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】
春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２

０
１
４
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
町
民
の
み
な
さ
ま
の
お
も
て
な
し
に
よ
り
、
多
く
の
み
な
さ
ま

の
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

●
出
展
流
派

〈
第
二
期
〉

龍
生
派（
菅
野　

紫
光　

社
中
）

〈
第
三
期
〉

草
月
流
（
鈴
木　

陽
翠
社
中
）

●
問
合
先　

産
業
観
光
課
観
光
班

　

�
３
５
４
―
５
７
０
８

　
　
   
『
仙
台
・
宮
城

　
　
    【
伊
達
な
旅
】

春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
４
』

瑞
巌
寺 
杉  
道  
市 

さ
ん 

ど
う 

い
ち

　

瑞
巌
寺
の
参
道
を
会
場
に
、
瑞

巌
寺
の
延
命
地
蔵
様
の
縁
日
と
、

伊
達
政
宗
公
の
祥
月
命
日
の　

日
２４

に
人
と
人
と
の
縁
を
育
む
手
作
り

市
が
毎
月
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
開
催
日　

５
月　

日 （
土
）

２４

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場
所　

瑞
巌
寺
参
道

●
問
合
先　

松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４
―
２
６
１
８

瑞
巌
寺
参
道
竹
飾
り

　

瑞
巌
寺
参
道
に
あ
っ
た　

の
塔

１２

頭
寺
院
跡
に
模
様
入
り
の
竹
飾
り

を
設
置
し
、
夜
間
に
は
ラ
イ
ト
が

点
灯
さ
れ
ま
す
。竹
飾
り
を
見
な
が

ら
夜
の
お
散
歩
は
い
か
が
で
す
か
？

●
場
所　

瑞
巌
寺
参
道

●
期
間　

６
月　

日（
月
）ま
で

３０

　

毎
日

●
料
金　

無
料

●
問
合
先　

瑞
巌
寺

　

�
３
５
４
―
２
０
２
３

芭
蕉
の
跡
を
た
ど
る
風
流
旅

　

芭
蕉
が
「
お
く
の
ぼ
そ
道
」
の

旅
で
、
松
島
を
訪
れ
た
６
月
６
日

（
旧
暦
の
５
月
９
日
）
に
、
松
島

で
芭
蕉
が
歩
い
た
そ
の
跡
を
、
ガ

イ
ド
の
案
内
で
巡
り
ま
す
。
芭
蕉

が
残
し
た
紀
行
文
「
お
く
の
ほ
そ

道
」
の
奥
深
さ
を
、
松
島
の
歴
史

的
建
造
物
や
史
跡
を
訪
ね
な
が
ら

味
わ
い
ま
す
。

●
開
催
日　

６
月
６
日（
金
）

　

午
前
９
時
半
〜
正
午

●
料
金　

７
０
０
円

　

（
瑞
巌
寺
拝
観
料
の
み
）

●
定
員　
　

人
２０

※
要
事
前
電
話
予
約

●
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
松
島
海
岸
駅

前●
集
合
時
間　

午
前
９
時
半

●
問
合
先　

松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４
―
２
６
１
８

特
別
展

「
松
島
文
化
財
展　

〜
守
り
、伝
え
る
、歴
史
と

文
化
の
遺
産
〜
」

　

瑞
巌
寺
宝
物
館
で
は
特

別
展
と
し
て
「
松
島
文
化

財
展
」
を
開
催
中
で
す
。

瑞
巌
寺
の
指
定
文
化
財
の

他
、
観
瀾
亭
の
襖
絵
・
鳳

凰
図
屏
風（
松
島
博
物
館
）

等
、
天
災
・
人
災
を
乗
り

越
え
受
け
継
が
れ
て
き
た

松
島
の
文
化
財
を
多
数
展

示
し
て
い
ま
す
。　

●
会
期　

平
成
７
月
２
日

　
（
水
）ま
で
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農
業
生
産
法
人
あ
す
フ
ァ
ー
ム
松
島

が
ん
ば
る
企
業
を

紹
介
し
ま
す

　
 
 

　

あ
す
フ
ァ
ー
ム
松
島
は
、『
農

福
連
携
』
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

農
業
の
担
い
手
不
足
の
解
決
や
、

6
次
産
業
化
の
推
進
を
目
指
す

農
業
生
産
法
人
で
す
。
昨
年　
10

月
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

3
月　

日
に
品
井
沼
で
事
務
所
が

16

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
あ
す
フ
ァ
ー

ム
松
島
の
農
場
で
栽
培
さ
れ
た

季
節
の
野
菜
や
、
６
次
産
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
商
品
な
ど
が

詰
ま
っ
た
『
東
北 
E
G
A
O 
便
』

え　

が　

お

の
発
送
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
を

伺
う
と
、「
震
災
後
に
松
島
町
で

設
れ
た
協
議
会
※
の
取
り
組
み

を
受
け
継
ぐ
形
で
事
業
を
始
め

ま
し
た
。
こ
こ
の
野
菜
以
外
に

も
、
取
り
組
み
に
賛
同
し
て
く
れ

て
い
る
農
家
の
野
菜
も
東
北
Ｅ

Ｇ
Ａ
Ｏ
便
に
詰
め
て
、
全
国
に
届

け
て
い
ま
す
」
と
代
表
取
締
役
社

長
の
丹
野
信
男
さ
ん
。

　

ま
た
専
務
の
新
沼
史
智
さ
ん

は
、「
障
が
い
の
あ
る
方
が
農
業

に
携
わ
り
、
手
に
職
を
付
け
る
こ

と
で
本
人
に
自
信
が
付
き
ま
す
。

仕
事
で
汗
を
か
き
、
食
事
を
し
っ

か
り
取
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め

体
調
も
良
く
な
り
ま
す
」
と
、
福

祉
の
面
で
取
り
組
み
の
メ
リ
ッ

ト
を
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
通

勤
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
、
一
人
で

電
車
に
乗
れ
な
か
っ
た
人
が
、
今

で
は
自
分
で
切
符
を
買
っ
て
通

勤
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
福
祉
で
は
本
人
が

自
立
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
す

る
側
も
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が

必
要
で
す
」。

　

現
在
、
農
場
で
は
ス
タ
ッ
フ
の

他
に
３
人
の
従
業
員
が
働
い
て

い
ま
す
。
並
木
貴
裕
さ
ん
、
横
江

沙
知
さ
ん
、
横
田
直
樹
さ
ん
は
昨

年
の　

月
か
ら
こ
こ
で
働
き
始

１０

め
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
毎
日

の
農
作
業
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
り
も
し
ま
し
た
が
、
今
で
は

し
っ
か
り
仕
事
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。
横
江
さ
ん
は
「
自
分
で
育

て
た
野
菜
は
ど
れ
も
美
味
し
い
」

と
と
て
も
嬉
し
そ
う
。

　

農
業
を
教
え
る
常
務
の
八
木

洋
子
さ
ん
は
、「
福
祉
に
携
わ
っ

た
こ
と
が
な
い
た
め
少
し
不
安

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
さ

い
農
家
が
減
っ
て
い
く
中
、
担
い

手
を
育
て
、
松
島
の
農
業
の
受
け

皿
に
な
り
た
い
と
思
い
協
力
し

ま
し
た
。
農
業
は
大
変
な
作
業

が
多
い
で
す
が
、
皆
頑
張
っ
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
」
と
、
取
り
組

み
に
賛
同
し
た
想
い
を
語
り
ま

し
た
。

　

松
島
で
頑
張
る
企
業
『
あ
す

フ
ァ
ー
ム
松
島
』
は
、
美
味
し
い

食
べ
物
で
全
国
に
笑
顔
を
届
け

な
が
ら
、
農
業
と
福
祉
の
未
来
の

た
め
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま

す
。

▲あすファームのサニーレタスなど１３種類

の野菜や商品が詰まった東北 EGAO便

※幡谷地区食の健康・自給化推進協議会

　手樽地区農地塩害対策推進協議会

　松島町農水産物の観光資源化推進協議会

　上幡谷・根廻地区竹の活用と里山景観保全推進協議会

　品井沼地区二地域居住推進協議会
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日本三景松島の景観の継承と創造シリーズ②

松島町景観計画を策定しました
松島町景観計画は、役場企画調整課カウンターで閲覧することができます。

平成２６年６月１日から松島町景観条例及び景観法に基づく、事前協議及び届出制度がスタートし

ます。

　４月号では、良好な景観形成に関する方針など景観計画の概要について紹介しました。

　今回は、景観重点地区や事前協議、届出などの制度について紹介します。

●町の事前協議と届出の対象行為

　平成２６年６月１日から一定規模以上の建築行為などを行う場合は、景観法に基づく届出制度のほか、

松島町景観条例に基づく事前相談および事前協議が必要になります。家を建てたり改築したりする場

合、あらかじめ町と事業者等が企画・提案段階から景観形成に関する協議を行い、建築物などの景観

誘導を図ります。

【事前相談】

家などを建てようとする場合、本町の景観計画で

はどのようなことが望まれているのかを理解し

ていただき、建築行為等を行おうとする方と設計

上の配慮などについて日常的に相談を行う仕組

みです。

【事前協議】

建築行為などが事前協議・届出が必要な行為に該

当する場合、具体的な内容の事前協議を行います。

事業の企画・提案の段階から十分な協議を行える

よう、原則として余裕を持った期間を定めていま

す。

●景観重点地区は３つの地区からなります。
１．雄島・五大堂・福浦島周辺地区
　　目標：松島湾の眺望を楽しみながら回遊できる海岸線の景観形成
２．松島海岸国道地区 [Ｒ ]
　　R-1：松島海岸中央商店街、R-2：その他の商業地域、R-3：近隣商業地域
　　目標：にぎわいとともに歴史の趣や美しい海を感じられる連続した沿道の景観形成
３．瑞巌寺周辺地区 [Ｚ ]
　　Z - 1：寺町地区、Z-2：松島海岸駅周辺・田町地区、Z-3：内町地区、 Z-4：水主町地区
　　目標：歴史的な趣と調和した和の佇まいの景観形成
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●事前協議・届出が必要となる行為

行 為 の 種 類 ・ 規 模ゾーン名称区域

高さ＞ 10ｍ又は延べ面積≧ 300�建築物松島海岸（Ｍ－１）

高城周辺（Ｍ－２）

松島湾（Ｍ－３）

手樽（Ｍ－４）

松島湾森林（Ｍ－５）

松島湾

景域

高さ＞ 10ｍ又は築造面積≧ 300�工作物

開発行為の面積≧ 1,000�開発行為

造成面積≧ 500�土石の採取・水面の埋立て

高さ＞ 10ｍ又は延べ面積≧ 500�建築物里地里山

（Ｇ－１）

里地共生

（Ｇ－２）

緑の景域
高さ＞ 10ｍ又は築造面積≧ 500�工作物

開発行為の面積≧ 1,000�開発行為

造成面積≧ 1,000�土石の採取・水面の埋立て

特別名勝松島保存管理計画の現状変更の

許可申請等の行為と同様

建築物雄島・五大堂・

福浦島周辺地区

松島海岸国道地区

（Ｒ－１からＲ－３）

瑞巌寺周辺地区

（Ｚ－１からＺ－４）

景観重点

地区

工作物

開発行為

造成面積≧ 500�土石の採取・水面の埋立て

●手続きの流れ

※ 1：届出にかかわる勧告・変更命令に関することなどについて、必要に応じて景観審議会の意見を聴きます。

※ 2：建築物及び工作物については、勧告・変更命令を行います。

●問合先　松島町企画調整課　�３５４-５８０９
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　商工業者で事業資金を必要として融資を受けようとする中小企業者に対して、町があっせんを行い金融の円滑と

経営の合理化を図る目的で設けた制度です。

●申込期間　平成２6年４月１日～平成 27年３月３１日　　●申込先　利府松島商工会松島事務所

中小企業振興資金・小企業小口資金制度のご案内

保証人・担保貸付利率貸付期間貸付限度額資金の使途融資の種類

原則として法人代表者以外の連帯保証人は不要。

※経営者の健康上の理由等で連帯保証人が必要

となる場合がありますが、その場合の連帯保証

人は、塩釜市、多賀城市、宮城郡および黒川郡

の区域内に２年以上居住している方です。

年利

２． ２０％

７年以内

１０年以内

１， ０００万円

以内

運転資金

設備資金

中小企業

振興資金

保証人・担保不要
年利

２． ２０％
５年以内

３００万円

以内

運転資金

設備資金

小企業

小口資金

●融資対象者　　※業種によって対象とならないものがありますのでご注意ください　

１．松島町に事業所または店舗ならびに住所を有し、現に事業を営んでいるもの

　　（法人のときは、松島町に事業所または店舗を有し、現に事業を営んでいるもの）

２．前年度までの町税を完納し、かつ債務の全部を弁済できると認められるもの

３．事業内容が堅実で社会的に信用があるものと認められるもの

４．保証協会で代位弁済を受けていないもの

５．金融機関の取引停止を受けていないもの　　　

●問合先　（株） 七十七銀行松島支店　  � 354-2171

　　　　　石巻商工信用組合松島支店   � 354-3426　　利府松島商工会松島事務所　�３５４-３４２２
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　町では、勤労者の社会的、地位向上を図るため、安心して融資を受けられる制度を設けています。

町内で働く勤労者の方へ

●問合先　東北労働金庫塩釜支店　�３６４-３１１５

勤労者生活安定資金融 資 の 名 称

町内に勤務または、住所がある勤労者の方融 資 の 対 象

本人と家族の婚姻、出産、療養、学費、など生活安定資金と認められるもの融 資 内 容

１５０万円以内融 資 限 度 額

年利　２.５０％利 率

５年以内の分割払い期 間

・日本労働者信用基金協会の保証

（別途保証料　年０.７％～１.２％）

・宮城県労働者福祉基金協会から保証料が補給される場合があります

保 証 人

借入申込書・所得証明書・健康保険証・住民票（謄本）・印鑑証明書（本人）・その他、東

北労働金庫が必要とする書類
必 要 書 類
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被災車両に係る軽自動車税について
 東日本大震災により被災した車両の代わりに取得した車両（被災代替車

両）の軽自動車税については、取得年度により平成２６年度以降の課税が変

わります。

①平成２３年３月１１日から平成２５年３月３１日までの各年度に車両を取得

した 場合

※平成２５年度までは非課税、平成２６年度より軽自動車税が課税となり

ます。

②平成２５年４月１日から平成２８年３月３１日までの各年度に車両を取得

した場合

※平成２５，２６，２７年度に代替車両を取得された方はそれぞれの翌年度の

軽自動車税が非課税となります。

【申請手続き】
○軽自動車税非課税申請書（財務課税務班の窓口、または町ホームペー

ジより様式をダウンロードできます。）

○車両が被災したことを証明する書類（該当するもの１つ）

a.　自動車取得税が非課税になった証明書類（塩釜県税事務所）

b.〈普通自動車の場合〉“被災車両”の表記がある登録事項等証明書

（宮城陸運支局）

c.〈軽自動車の場合〉“被災車両”の表記がある検査記録事項等証明書

（軽自動車検査協会）

※“被災車両”の表記がない場合には被災した車両の被災（り災）証明

書の写しを添付してください。

【関係機関】
　塩釜県税事務所　　塩釜市錦町５-28　　　　　　　�３６５-４１９１

　軽自動車検査協会　仙台市宮城野区中野字腰廻９９　 �３８８-６０３３

　宮城陸運支局　　　仙台市宮城野区扇町 3-3-15        �０５０-５５４０-２０１１

個人の町県民税 
（均等割額）の
引き上げについて

　東日本大震災からの復興の財源

を確保するための臨時特例措置と

して、平成２６年度から平成３５年

度までの１０年間、個人の町県民税

の均等割額がそれぞれ年間５００円

引き上げられることになりました。

均等割額（年額）

区分
変更後

（平成２６年度から）
変更前

（平成２５年度まで）

３， ５００円３， ０００円個人町民税

２， ７００円２， ２００円個人県民税

６， ２００円５， ２００円計

●問合先　財務課税務班　�３５４-５７０３

手樽地区海岸堤防復旧工事による交通規制について（継続）

町建設課　� 354-5709

　松島町手樽地内の海岸堤防復旧工事において、道路の交通規制について、引き続き下記のとお

り行いますのでご理解ご協力をお願いします。 

　※工事区間内の住民の方は、一部区間について通行可能ですので誘導員にお声掛け下さい。 

●通行止め期間 

　平成２５年３月～平成２７年３月まで 

　時間帯　９：００～１７：００

　（夜間解放します） 

●片側交互通行期間 

　平成２６年３月～平成２８年３月まで 

　時間帯　８：３０～１７：００ 

　（一般車両、農作業車両優先します） 

●問合先  

　通行止めに関して：伸和興業㈱　  　   � 353-5262 

　片側交互通行に関して : 河北建設㈱ 　� 766-9651 

　発注者：仙台地方振興事務所 　　　 　� 706-8107 

　発注者：仙台土木事務所　     　　　  � 297-4154 
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〜
ま
つ
し
ま
・ 
n
o
w 
〜　

第
4
回

ナ
ウ

　

�
町
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
�

平
成　

年
度
松
島
町
学
び
支
援
事
業

26

子
ど
も
た
ち
の
自
主
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

勉
強
が
わ
か
る
喜
び
を
お
と
ど
け
し
ま
す

　

松
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
文
部
科
学

省
の
被
災
地
の
学
び
支
援
事
業
を
活
用
し
、

平
成　

年
度
よ
り
、
各
小
中
学
校
に
お
い

25

て
放
課
後
な
ど
の
学
び
の
場
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
町
全
体
の
学
力
向
上
、
子
ど
も

た
ち
の
自
主
学
習
の
習
慣
づ
く
り
、
家
庭

学
習
の
推
進
を
目
的
に
し
た
も
の
で
、
平

成　

年
度
は
、
延
べ
7
千　

人
の
児
童
生

25

４５

徒
が
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
も
、
学
校
・
家

26

庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
り
本
事
業
を
実
施

し
、
子
ど
も
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
喜

び
、
わ
か
る
楽
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
教
員
免
許
を
も
つ
学
び
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
学
び
相
談
員
や
学
び
支
援
員

が
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
自
由
参
加
を
原
則
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
話
し
合

い
、
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▲松島中学校のサマースクール▲松島第二小学校の放課後学習

＜各学校の開設予定＞　　
各小学校：週 2回ずつ放課後学習支援を実施（のびのび松っこ学級）
松一小（火・木　生活科室）、松二小（月・水　図工室）、松五小
（水・金　図書室）

 主に宿題の見守り指導を行ったほか、百マス計算、宮城県単元ライ
ブラリーを活用した漢字学習などに取り組みます

中学校： 毎日放課後学習支援を実施（学びの相談室）
生徒が持参した学習課題の見守り、学習支援に取り組みます。
長期休業：各学校が主催するサマースクールの支援を行う予定です。

＜問合先＞

町教育委員会

教育課 学校

教育班

�３５４-5713

第29回 Ｂ＆Ｇ財団会長杯

県下招待小中学生大郷町剣道大会結果

　３月９日、フラップ大郷２１で開催された第２９回Ｂ＆Ｇ財団

会長杯県下招待小中学生大郷町剣道大会が開催され、松島町の

選手が優秀な成績を修めました。

【大会結果】中学生男子の部　団体　３位

　　　　　　小学生　団体　３位

生涯学習班が文化観光

交流館へ移転します
　5月 7日（水）より、教育

委員会のうち生涯学習班は役

場2階から文化観光交流館へ

移転します。

　社会教育や文化財に関する

ことは今後文化観光交流館が

窓口になります。電話番号は

354-5714 から 353-3030（交

流館と共有）に変更になりま

す。お間違えのないようお願

いします。
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縄
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代
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け
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。
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「
も
の
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。
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漆
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寧
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も
の
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塩
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エ
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ョ
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も
豊
富
で
見
る
者

を
飽
き
さ
せ
ま
せ

ん
。生

涯
学
習
班：森

田

松島町内の放射線量測定結果

（　）内は地表からの高さ（ｍ）

測定機器　簡易型放射線測定器 (PA-1000)　

単位　マイクロシーベルト（μ Sv/h）　　シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　4 月 21 日 （月）　現在

放射性ヨウ素（Ｉ-131）：不検出　　

放射性セシウム（Cs-137）：不検出　

放射性セシウム（Cs-134）：不検出

水道水測定結果　　4月 10日 （木）　現在

　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　

　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出

浄水場発生土測定結果　4月 10日 （木）　現在

　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム (Cs-137)：65　放射性セ

シウム(Cs-134)：161　※浄水場発生土には、放射性物質が検出さ

れていますが水道水については、放射性物質が不検出の状況と

なっていますので、安心してご利用ください。

町内産農林畜産物の放射性物質測定結果   3 月 16 日（日）～ 4月 15日（火）

　フキノトウ　不検出

　最新の放射線量測定結果は県および町のホームページで公開しています。

●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　�３５４‐

５７８２　学校給食測定結果：学校給食センター　�３５４‐2583　水

道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　�３５４‐５７１１　農林

産物放射性物質測定結果：産業観光課産業振興班　�３５４‐５７０７

4 月 16 日（水）現在

測定値測定場所

0.050（0.5）
松 島 町 役 場

0.051（ 1 ）

0.053（0.5）松 島 第 一 幼 稚 園

0.050（0.5）松 島 第 二 幼 稚 園

0.051（0.5）松 島 第 五 幼 稚 園

0.064（0.2）松 島 保 育 所

0.053（0.2）高 城 保 育 所

0.059（0.2）磯 崎 保 育 所

0.050（0.5）高 城 保 育 所 分 園

0.044（0.5）松 島 第 一 小 学 校

0.050（0.5）松 島 第 二 小 学 校

0.051（0.5）松 島 第 五 小 学 校

0.060（0.5）松 島 中 学 校
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地域防災力の向上に向けて④ （桜渡戸区自主防災組織）
　桜渡戸区自主防災組織は、平成 17年 8月 2日に地区内 3班 72世帯で結成されました。毎年防災訓練を行ってお

り、今年は 3月 29日に実施しました。

　訓練は、地震で火災が発生し、心肺停止者も出たという想定の下、粉末消化器を使用した初期消火訓練と応急処置

訓練（心肺蘇生法、ＡＥＤ取扱）炊き出し訓練を行いました。

　内海孝一区長は「本物の消火器の威力に驚きました。実際に使用する場合の良

い練習になりました」と話しておりました。心肺蘇生法訓練では「心臓マッサー

ジはいつまで続けなければいけないのか？」など質問が相次ぎ、防災意識の高さ

を感じました。また、炊き出し訓練は、婦人防火クラブの方々が作ったおにぎり

を皆で食べながら防災について語り合うなど、有益な防災訓練となりました。

　町では、多くの自主防災組織結成に取り組んでいます。まだ結成していない地

域、結成を考えている地域がありましたら総務課環境防災班までご連絡下さい。

●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

永根貝塚出土土器 西の浜貝塚出土土器西の浜貝塚出土土器
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　３月２５日に、松島流灯会海の盆実行委員会が来庁し、
昨年実施された海の盆での収益金の一部を図書券として
頂戴しました。
　図書券は町内の各小中学校で使わせていただきます。

▲町の子どもたちへ、図書券をいただきました

　3月２６日、東京都豊島区の水島副区長が来庁し、復興

寄附金 100 万円を頂戴しました。豊島区からは本町の

復旧・復興支援のため職員の災害派遣で協力を頂いてい

ます。大橋町長は長期に渡る協力に御礼をしました。

▲大橋町長と豊島区水島副区長（右）

　３月２７日、カフェ・ベイランドで松島ファンクラブ

の集いが開催されました。松島ファンクラブの会員を招

き、松島湾を眺めながらのマリンバコンサートや地元の

食材で作られたお弁当など、会員の皆さんに松島を満喫

していただきました。

▲福浦橋を眺めながら聴くマリンバコンサート

　松華堂菓子店が農林水産省食料産業局長賞を受賞し、

店主の千葉伸一さんが町長に報告をしました。松華堂菓

子店は松島の景観に合った店の作りや、「今と昔の良さ」を

活かしたコンセプトが評価され、同賞の受賞となりました。

▲松華堂菓子店の店主千葉伸一さん（左）

　昨年、一昨年と町の中学生がホームステイなどで交流
をしているアメリカノースカロライナ州チャペルヒル町
のマシュー・ウォフォードさんが来町し、中学生との再
会を果たしました。マシューさんはチャペルヒルで通訳
として子どもたち手助けをし、町との懸け橋となってく
れていました。

▲お世話になったマシューさんと久しぶりの再会です

　東日本大震災以降、沢山の支援を頂いている大阪府の

枚方ライオンズクラブへ、感謝状を贈呈しました。枚方

ライオンズクラブからは、町の漁業や農業、林業の支援

のため、これまで３００万円の寄付を頂戴しています。

▲数々のご支援ありがとうございます

町の子どもたちへ図書券を
いただきました

東京都豊島区副区長来庁

松華堂菓子店が農林水産省
食料産業局長賞を受賞

松島ファンクラブの集い開催

チャペルヒルでお世話になった
マシューさんとの再会

大阪府枚方ライオンズクラブへ
感謝状贈呈
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子どもたちの安全を守る 
スクールガードリーダー

　スクールガードリーダーとして活動をしている大場
武夫さんは、平成１８年に委嘱され、子どもたちの登下
校時の見回りなどを行っています。元警察官の経験を
活かし、学校への不審者の進入防止やいじめ問題、通学
路の交通問題などにも助言をしています。
　登校する子ども
たちに「おはよう」
と声をかけ、子ど
もたちを優しく見
守る大場さん。松
島町の子どもたち
の心強い味方です。
　地域のご協力を
お願いします。
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全国一斉「人権なんでも相談
所」開設のお知らせ

　毎年６月１日は「人権擁護委員の日」です。これに

ちなんで、全国一斉に、無料相

談所を開設します。

　夫やパートナーからの暴力、お年寄りや子どもへの

虐待、会社などにおけるセクシュアル・ハラスメント、

いじめや体罰、近隣とのトラブルなど人権に関する悩

みがありましたら、お気軽にご相談ください。秘密は

厳守されます。

●日時　６月３日 （火）１０：００～１７：００

●場所　松島町役場２階会議室、仙台法務局塩釜支局、

多賀城市社会福祉協議会、七ヶ浜町水道庁舎２階、

利府町保健福祉センター

●相談担当者　人権擁護委員

●主催　塩釜人権擁護委員協議会

●共催　仙台法務局塩釜支局、塩釜市、多賀城市、松

島町、七ヶ浜町、利府町
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米寿おめでとう（4月の敬老祝い金贈呈者）
◆亘理美惠子さん ( 高城 )
◆大山　靜雄さん ( 高城 )
◆村上たねよさん ( 幡谷 )
◆引地みよきさん ( 初原 )

◆内海　高子さん ( 桜渡戸 )
�
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白寿おめでとう

寄付・寄贈
松島町保健福祉センターへ寄贈

伊藤　孝雄様　浴室洗面鏡　１４枚

話題の本　
「さようなら、オレンジ」　　  　　　　　岩城　けい　著
　オーストラリアの田舎町に流れてきたアフリカ難民サリマは、夫に逃げられ、精肉作業
場で働きつつ二人の子どもを育てている。
　母語の読み書きすらままならない彼女は、職業訓練学校で英語を学びはじめる。そこに
は、自分の夢をなかばあきらめ夫について渡豪した日本人女性「ハリネズミ」との出会い
が待っていた。第 8回大江健三郎賞受賞・第 29回太宰治賞受賞。

《 新　着　本 》　

「幻夏」 太田　　愛　著

「ドールズ　最終章」 q 橋　克彦　著

「探偵部への挑戦状」 東川　篤哉　著

「さわらびの譜」 葉室　　麟　著

「大江戸恐龍伝（一）（二）」 夢枕　　獏　著

「家族喰い　尼崎連続殺人事件の真相」

小野　一光　著

本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）

 《　ブックラリーのお知らせ　》

　お子さん向けに春のブックラリーを5月25日（日）ま

で実施しています。

＊図書室の本を読んでスタンプを10コ集めると、ぷち

プレゼントがもらえます！まだ間に合うのでチャレン

ジしよう♪（ただしルールがあるよ）

《  図 書 室  》

●平　日　　　　１０：００～１８：００

●土・日・祝日　１０：００～１６：００

●休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

今月は 7 日 ･12 日 ･19 日 ･26 日が休館日です。

連休中も開館しています。

●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４-４０３６

《児童書の新着本》

　今月も「いずみ文庫」コーナーにたくさん本が入

りました。

◆後藤と志子さん（磯崎）
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くらしの情報� � � � � � � � � � � � � � � �

募 集募　集

警察官Ａ（男性一般、女性、武道指導）

●受付期間　

　５月２３日（金）～６月２０日（金）

●第１次試験　７月１３日 （日）

●第２次試験　８月上旬～中旬

●最終合格発表　８月下旬

　警察官Ｂ（男性、女性）

●受付期間　

　８月１日（金）～８月２９日（金）

警察官・警察職員募集

ままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつししししししししししししししままままままままままままままのののののののののののののの相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口まつしまの相談窓口
問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場３階
会議室

５月１３日 （火）
１０：００～１７：００

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６

人権擁護について

町　民
役場 2階
会議室

５月７日（水）
１０：００～１５：００
６月３日（火）
１０：００～１７：００（受付は１６：
００まで）

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

行政相談について行政相談

産業観光課産業振興班
�３５４-５７０７

消費生活相談について消費生活相談

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６

生活保護に関する相談町　民
役場
会議室

５月 1日（木）・15日（木）
１０：００～１５：００

生活保護相談

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル
�７８４-３５６７

学校不適応に関する悩
みなどについて

児童生徒・保護者
など

宮城県総合教
育センター

平日
９：００～１6：００

不登校電話相談

健康長寿課健康づくり班
（保健師・栄養士）
� 355-0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平日
８：３０～１７：００

健康電話相談

子育て支援センター
� 354-6888

育児・子どもの発育・発
達に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354-6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

健康長寿課健康づくり班
�３５５-０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

５月は、松島町での相談はありません。
近隣の市町村での相談を紹介することもで
きますので、お問合せください。

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
母子障害第 2班
�３６５-３１５３

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談塩釜保健所

５月１４日（水）
１３：3０～１６：３０

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

アルコールや薬物の問題を
抱えた本人や家族の相談

５月８日（木）
１４：３０～１７：００

アルコール・薬物
相談（予約制）

宮城県ひきこもり地域支援セ
ンター
�０２２９-２３-0024

ひきこもり等の悩みを持つ方
への関わり方、支援方法等
のグループワークや講義等。
（お茶代等実費負担あり）

県内在住で、ひき
こもり等の悩みを
持つ家族の方

宮城県精神保健
福祉センター
2階（デイケア室）

５月１４日（水）
１３：００～１６：００

青年期ひきこもり家
族会（申込制）

宮城県女医会女性の健康相談
室
�０９０-５８４０-１９９３

女性医師が、女性の相談
（健康増進、思春期、更年
期、ストレスなど）に応じます

女性

塩釜市
（詳細は予約時
にお伝えしま
す）

５月３１日（土）
１４：００～１６：００

女性の健康相談

�●�● ●�●�

技術海上幹部・技術航空幹部　

●資格　大卒３８歳未満の者

●受付期間　

　５月１６日（金）まで（締切日必着）

●試験期日　６月３０日 （月）

●合格発表　８月８日 （金）

●受付期間　

　５月２３日（金）～６月２０日（金）

●第１次試験　７月１３日 （日）

●第２次試験　８月上旬～中旬

●最終合格発表　８月下旬

技術海曹・技術空曹（免許の部）

●資格　２０歳以上の者で国家免許

　資格取得者など

自衛官募集

●第１次試験　９月２１日 （日）

●第２次試験　１０月中旬～下旬

●最終合格発表　１１月下旬

警察事務（短大卒業程度、高校卒業

程度）

●受付期間　

　８月１５日（金）～９月５日（金）

●第１次試験　９月２８日（日）

●第２次試験　

　短大卒業程度：１０月下旬～１１月上旬

　高校卒業程度：１０月下旬

●最終合格発表　１１月下旬

●申込み・問合先　

　宮城県警察本部警務部警務課採用係

　採用フリーダイヤル

　０１２０-２０４-６０６

　ホームページ　

   http://www.police.pref.miyagi.jp/

●受付期間　

　５月１6日（金）まで（締切日必着）

●試験期日　６月２７日 （金）

●合格発表　８月８日 （金）

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

　石巻地域事務所

　�・FAX  ０２２５-８３-６７８９
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　町税などは、便利で忘れない、しか

も安全な口座振替を利用しましょう。

●納期　　6月２日（月）

●固定資産税　１期

●軽自動車税　全期

●国民健康保険税　２期

●問合先

課税については

税務班　�３５４-５７０３

納付については

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

５月の納期限

●日時

　５月８日（木）、５月２２日（木）　

　９：３０～１１：００

●場所　塩釜保健所

　　　　（塩釜市北浜４- ８-１５）

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

犬・猫引き取り日

休日・急患診療のご案内
診療科目受付（診療）時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科
  8：45 ～ 11：30
13：00 ～ 16：30
（9：00 ～ 17：00）

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
塩釜地区

休日急患

診療センター
小児科

（15歳まで）

18：30 ～ 21：30

（19：00 ～ 22：00）
土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　� 354-5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630

歯科休日診療

�３６６-１６１５多賀城市笹神４- ３-４５大澤歯科医院５月３日（土）

�３５３-２７１７松島町松島字普賢堂 2-11松島医療生協松島海岸診療所５月４日（日）

�３６８-２２０１多賀城市浮島１-１２-１０浮島歯科クリニック５月５日（月）

�３５６-５４２０利府町加瀬字十三塚１０７- １鈴木歯科医院５月６日（火・祝）

�３６２-２８２２多賀城市大代１- １-３８おおしろ歯科クリニック５月１１日（日）

�３６８-５９０４多賀城市東田中２-３０- １岩井歯科医院５月１８日（日）

�３６２-４３４４多賀城市鶴ヶ谷２-２９-１７梅津歯科クリニック５月２５日（日）

�３５７-５６０３七ヶ浜町菖蒲田浜字林合５５- １汐見台歯科医院６月１日（日）

　平成２６年度第１回の危険物取扱

者試験が６月２９日（日）に実施され

ることに伴い、乙種第４類の受験者

を対象に危険物取扱者試験準備講習

会を開催します。

●日時　６月４日 （水）

　　　　９：００～１６：３０

●場所　塩釜商工会議所（塩釜市港

　　　　町１丁目６-２０）

●受付期間　

　５月１５日（木）～２９日（木）

●定員　５０人

　　　　（定員になり次第締め切り）

●申込み場所　塩釜地区管内の各消

防署

●費用　テキスト代２， ２００円（申し

込み時にお支払いください）

●その他　会場には駐車場をご用意

していませんので、各公共交通機

関をご利用ください。

●申込み・問合先　塩釜地区防災安

全協会　�３６１-１６１９

危険物取扱者試験準備講習会

開催のお知らせ

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（５月２日～６月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、有効期限が過ぎましたら

各自破棄していただきますようお願

いします。

●発送日　５月 23日 （金）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

　早期再就職に向けた職業訓練（６

か月）を実施しております。

ポリテクセンター宮城

公共職業訓練受講生募集のご案内

●名取実習場：CAD・NCオペレー

ション科（１６人）、テクニカルオペ

レーション科（１５人）、設備保全技

術科（１５人）、溶接施工科（１５人）

●訓練期間　平成２６年９月２日

（火）～平成２７年３月４日（水）

●受講料　無料（テキスト代などは

自己負担）

●募集期間　６月２５日（水）～７

月２３日（水）※居住地を管轄す

るハローワークを通じ申し込みく

ださい

●問合先　ポリテクセンター宮城訓

練課　名取実習場　�７８４-２８２０

　皆さんが日常生活で感じている不

動産に関する質問、疑問などに当協

会会員が相談に当たり、お答えする

相談会です。

●日時　５月２１日 （水）１３：３０～

１５：３０（毎月第３水曜日開催）

●場所　塩釜ビック内マリンプラザ

●問合先　（公社）宮城県宅地建物取

引業協会塩釜支部

　�３６８‐０４２２

（公社）宮城県宅地建物取引業協会

塩釜支部による

市民のための不動産無料相談
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内　容場所時　間日にち

・松島町の現状とサポー

ターの役割について

・ラフターヨガ　

　～笑いのエクササイズ

とヨガの呼吸法～

文

化

観

光

交

流

館

13:30 から

15:30

5 月 29 日 （木）第１回

精神科医の講話

～あなたと周りのメンタ

ルヘルス～

6月 12 日 （木）第２回

話しを聞くコツについて

　～その１～
6月 26 日 （木）第３回

心の体のセルフメンテナンス7月 10 日 （木）第４回

話しを聞くコツについて

　～その２～
7月 24 日 （木）第５回

【申込み・問合先】　健康長寿課健康づくり班　�３5５-０７０３

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（１）健康体操教室　  

　日常生活で腰や関節に負担をかけないために、筋肉を鍛えるトレーニングやからだのバランスをととのえる体操

を行います。送迎が必要な方はお問い合わせください。

　●対　象　腰痛や関節痛などにより歩行に不安のある高齢者（※おおむね概ね７５歳以上の方　２０人）

　●日　程　５月～８月の月曜日　１２回コース（初回は５月２６日 ( 月 ) の予定です。）

　●内　容　体調チェック、腰痛・膝関節痛予防ための講話と実技指導（１０：００～１１：００）

　●場　所　保健福祉センターどんぐり

　●参加料　３， ０００円（全１２回分）

（２）健康水中運動教室

　腰や関節の痛みを和らげ、からだ全体の動きをよくするための水中運動を行います。顔を水に浸けないので、泳

げない方でもご心配ありません。送迎が必要な方はお問い合わせください。

　●対　象　腰痛や関節痛などにより歩行に不安のある高齢者（※おおむね概ね７５歳以上の方２０人）

　●日　程　５月～８月の木曜日　１２回コース（初回は５月２９日 ( 木 ) の予定です。）

　●内　容　体調チェック、腰痛・膝関節痛予防ための講話と実技指導（１０：００～１１：００）

　●場　所　温水プール美遊

　●参加料　３， ０００円（全１２回分）

 【申込み・問合先】健康長寿課　健康づくり班　�３５５-０７０３

介護予防教室　参加者募集    申込み締切日　･･･ ５月１５日 （木）
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　９月の特定健診までに「カラダとココロを

スマートにするコツ」をつかんで、検査結果

「Ａ」をめざしましょう。保健師、管理栄養

士、スポーツインストラクターが、健康スタ

イルをつくるための生活習慣をサポートして

いきます。昨年の健診結果が気になっている

方、今の生活を変えたい方は、ぜひご参加く

ださい。

●日　時 ５月１６日（金）、６月２０日（金）、

　７月１８日（金）、８月２２日（金）４回実施

　１０：００～１１：３０　（９：３０～受付）

●場　所 温水プール美遊　２階スタジオ

●内　容 健康と栄養の話、体調チェック

　運動の実技指導

　（講師：セントラルスポーツ㈱　高谷枝里氏）

●参加費　無料

●問合先　健康長寿課健康づくり班

　　　　　�３５5-０７０３

メタボ予防教室 

“ 減る脂 クラブ”参加者募集
ヘルシー

　お待たせしました！

　昨年度に続き、今年も｢心の健康サポーター｣を募集します。

　内容は自分自身のリラックス法から精神科医の講話まで幅

広く実施していきます。

　専門の知識や能力は必要ありません。「誰かのために、何

かをしたい」という方、ぜひご参加ください。

人気の講座となっておりますので、事前にお申込みください。

※申し込み 5月 20 日まで（先着 20人）

※ 5回連続でご参加願います。

心の健康サポーター養成講座のご案内



広報まつしま 2014　5月号25

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　国民健康保険・後期高齢者医療保険では医療機関

等の窓口負担金の免除を4月 1日から実施しており

ます。

　対象になる方には免除証明書をすでに送らせてい

ただいておりますが、該当基準は非課税世帯で次の

要件に該当する方です

①東日本大震災において住家のり災証明が全壊又は

大規模半壊の方、（*半壊の方でその住宅をやむを

得ず解体した方を含みます。）

②主たる生計維持者が死亡または行方不明

　転入された方や一部負担金免除証明書がまだ届い

ていない方で、該当される方は下記問い合わせ先

にご連絡下さい。

   ＊所得申告がされていない場合は免除対象となり

ませんのでご注意ください

●問合先 　町民福祉課町民サービス班 

　　　　　� 354-5705

医療保険一部負担金免除について
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＜二種混合（ジフテリア・破傷風）ワクチン＞

　小学校 6年生（平成 14年 4月 2日～平成 15 年 4月 1日生まれのお子さん）へ予診票等をお送りしました。対象

年齢は、11歳～ 12 歳（標準接種年齢 11歳）です。平成 27年 3月 31 日までに受けるようにしましょう。

＜麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチン（第２期）＞

　Ｈ 26年度の対象者は、小学校入学前年度に該当する方（平成 20年 4月 2日～平成 21 年 4月 1日生まれ）です。

接種期間は、平成 27年 3月 31 日までですが、4月～ 6月の間に受けることが望ましいとされていますので、お早

めにお受けください。

＜日本脳炎＞

　平成 26年度の積極的勧奨の対象者は、小学校 2・3年生（1期追加）、18歳（高校 3年生相当）（2期）になって

います。小学生の方には学校から、18歳の方には、個別にお知らせしています。

●接種場所　指定医療機関

　※予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関に確認してから受診してください。

●持ち物　　母子健康手帳、予診票、健康保険証

　※麻しん風しん混合ワクチン第２期の対象者で、転入等により予診票をお持ちでない方は、下記までご連絡くだ

さい。

●接種期間を過ぎると料金が自己負担になります。

【問合先】

　健康長寿課　健康づくり班　保健師　�３５５-０７０３

（保健福祉センター　どんぐり）

予防接種のお知らせ
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　１０月に実施される高齢者インフルエンザ

予防接種を希望する方は、４月にお手元に

届いている総合健康診断家族申し込み表の

「高齢者インフルエンザ申し込み欄」に○

を記入してください。申し込みをいただい

た方には、９月下旬に必要書類をお送り致

します。※接種日において満65歳以上の方

が対象となります。よろしくお願い致しま

す。

●問合先　健康長寿課　健康づくり班　　

　　　　　�３５５-０７０３

                 （保健福祉センターどんぐり）

高齢者インフルエンザ予防接種の
申し込みについて
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　平成２６年４月からの消費税率改定に伴い、「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。松島

町における申請、支給手続きなどについては、６月中旬以降の予定です。６月になりましたら、該当になると思わ

れる方に申請書及びご案内を送付いたします。

●臨時福祉給付金

　消費税率改定に伴い、所得の低い方への影響を緩和するため、臨時的に支給する給付金です。

・対象者

　以下のすべてに該当する方が対象。

　（１）平成２６年１月１日時点で松島町に住民登録をされている方

　（２）平成２６年度（平成 25年中）の住民税（均等割）が課税されていない方

　※ただし、住民税が課税されている方に扶養されている場合、生活保護の被保護者となっている場合は対象外と

　なります。

・支給額：１人につき１万円

　※ただし、老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金などの受給者や児童扶養手当、特別障害者手当などの受

給者　の方には５,000 円が加算されます。

・申請方法

　６月中旬以降、該当になると思われる方には、町から申請書などを送付します。

　申請書をお届けした後、郵送などによる申請受付を行う予定です。

●子育て世帯臨時特例給付金

　消費税率改定に伴い、子育て世帯への影響を緩和し、臨時的に支給する給付金です。

・対象者

　以下のすべてに該当する方が対象。

　（１）平成２６年１月１日時点で松島町に住民登録をされている方

　（２）原則平成２６年１月分の児童手当・特例給付を受給している方

　（３）平成２６年度（平成２５年中）の所得が児童手当の所得制限額に満たない方

　※ただし、臨時福祉給付金の対象者や、生活保護の被保護者となっている場合は対象外となります。

・支給額：対象児童１人につき１万円

・申請方法

６月中旬以降、該当になると思われる方には、町から申請書などを送付いたします。

申請書をお届けした後に、申請受付を行う予定です。

※公務員については、子育て世帯臨時特例給付金の申請書などが勤務先から配布されます。なお、申請手続きは本

年１月１日の住民登録地で行っていただくことになります。勤務先から受け取った申請書などは申請受付開始時

期まで大切に保管して下さい。

●問合先　町民福祉課福祉班　� 354-5706

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金についてのお知らせ
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　松島町では非課税世帯の高齢者（７５歳以上）世帯、重度障がい者（児）の方を対象に外出支援事業を実施してい

ます。長期入院中や施設入所中の方は対象外となります。

　対象となる方には郵送にて通知しています。事業の実施内容は下記のとおりです。

《助成の内容》 ※基準日を平成２6年１月１日としています。

Ⅰ障がい者（児）外出支援事業

　●対象　①身体障害者手帳１級または２級保持者　②療育手帳「Ａ」保持者

　●助成　福祉タクシー利用券（年１２,０００円分）を交付　（ガソリン助成金またはタクシー利用の共通券です）

Ⅱ高齢者世帯福祉タクシー助成事業

　●対象　７５歳以上（昭和１4年１月２日以前に生まれた方のみの世帯）の高齢者のみの世帯のうち、次のいずれ

　　　　　かに該当する世帯     ①非課税世帯（家族全員が平成２5年度市町村民税非課税の世帯）　②生活保護世帯

　●助成　福祉タクシー利用券（年６， ０００円分）を交付

【申請方法】　

●申請期限　平成２6年９月３０日 （火）　平日　8：30 ～ 17：15 
　　　　　　松島町役場１階　町民福祉課福祉班　窓口

●申請方法　郵送の申請書（窓口にも置いてあります）にご記入の上、町民福祉課福祉班までご提出ください。

　　　　　　※障がいなどにより来庁できない場合は郵送もできますのでご相談ください。

●問合先　　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

「高齢者世帯・障がい者（児）外出支援事業」のお知らせ
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　狩猟免許を取得済（予定）の方で有害鳥獣捕獲

などの社会貢献活動に意欲がある方を対象に、狩

猟に関する知識や獲物のさばき方などの初歩的な

技能の取得を目指す養成講座を開催します。

●日程　６月～平成２７年２月の土曜、日曜（全１０

回）

　　　　１０：００～１５：００

●場所　県クレー射撃場、そのほか県内４か所

●対象　 概 ね５０歳までの方・２０人程度
おおむ

●費用　実習費用など 6,000 円

（その他、免許試験手数料、宿泊費用など

自己負担あり）

●申込方法　申込書と４００字以内の作文（応募動機

と抱負）を下記へ提出

●選考方法　作文

●問合先　　宮城県自然保護課　�２１１-２６７３

平成２６年度新人ハンター養成
講座受講生募集

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�

�
�
�
�

　水稲植え付け後の踏みつけ防止のため、

カラス、カルガモ等の有害鳥獣の実弾に

よる駆除を 5月 28 日、29 日の２日間、町

全域で早朝から日没まで実施します。

　実施にあたっては万全を期して行いま

す。

●問合先　産業観光課産業振興班

　　　　　�３５４-５７０７

有害鳥獣の駆除を実施します
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　生後９１日以上の飼い主は、必ず狂犬病予防注射を受けてくださ

い。まだ登録していない犬については、狂犬病予防集合注射の会

場で登録手続きをしてください。会場は大変込み合い、犬が興奮

しますので、引き綱をつけて首輪をしっかりと締め、飼い犬を制

御できる方が連れてきてください。

　飼い犬が死亡した場合、または登録してある飼い犬を譲り受け

た場合も届出をお願いします。

●日時　５月１１日 （日）９：３０～１０：３０ 

●場所　母子健康センター前

●料金　登録済みの犬は、３， ０２０円 ( 注射料、注射済票交付料 )

　　　　未登録の犬は、６， ０２０円（登録料、注射料、注射済票交

付料）

　※おつりのないようにご協力お願いします。

●問合先　総務課 環境防災班　�３５４-５７８２

平成２６年度　狂犬病予防集合注射について
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　就職希望だけれどどうしたらいいかわからないという

あなた、就職に向けて一歩踏み出しませんか。就職のた

めに、次のような各種サービスを提供しています。

①あなたの知りたいを支援するために、適正職種診断・

キャリアカウンセリング

②あなたの学びたいを支援するために、スキル取得支援

（パソコン教室）・ コミュニケーションについて、応募

書類の書き方についての教室

③あなたの働きたいを支援するために、職場実体験、企業

訪問ツアー

  ご利用希望の方は、下記までご連絡下さい。随時受付中

です。

●問合先　塩竈サポートセンター

　�０１２０－５１６－９１６

塩竈サポートセンターからのお知ら
せ～求職・転職の為の求職支援を行っ
ています～
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　交通安全指導員とは町長から任命を受

け、交通安全指導を行う任務です。

●年齢　20歳以上 65 歳未満の方

●活動内容

　毎月５日、１０日、１５日、２０日、２５日、

３０日（平日のみ）の登校時間、通勤時

間に合わせて実施します。また、春・秋

の交通安全運動期間中の街頭指導の実

施。

・交通安全教室　町内の幼稚園、保育所、

小学校で交通指導及び交通安全教室を

行います。（春・秋）

・交通指導　  各種お祭りなどの行事で、

混雑時の交通指導を行います。

●出勤報酬   職務の執行に要した経費を

補うための報酬が支給されます。

●処遇　出動手当、公務災害補償あり

●問合先  総務課環境防災班

　　　　　�３５４-５７８２

松島町交通安全指導員募集
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　毎年増加傾向にあるゴミの量を減らすため、今年も５３０運動を

実施します。

　期間中は、地域での清掃活動などのご協力をお願いします。地

域の皆さんで協力し、「ゴミのないまちづくり」を目指しましょう。

運動期間　５月３０日（金）～６月５日（木）

※各家庭のごみはゴミゼロ運動日の臨時収集場には出せません。

分別して、通常の指定日に出しましょう。

ゴミゼロ運動を実施します



28

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　保健福祉センターどんぐり内の「ふれあいの湯」は、新潟県栃尾又温泉付近から産出される風化鉱物（ドゴー

ル ･ウォームタイト）を使用した準天然温泉です。

　含まれる成分により湯はまろやかとなり、肌への刺激をやわらげます。また、新陳代謝を盛んにし、血液の

流れも活発にします。からだを芯から温め、入浴後のぬくもりが長く続き、さっぱりした爽快感が得られます。

ひのきの香り豊かなお風呂をぜひ、お楽しみください。

●入浴時間　９：３０～２０：３０

●休館日　年末 ･年始、点検修理日

　　　　　（広報などでお知らせします）

●入浴料

ふれあいの湯利用してみませんか？

＜効能＞神経痛・リウマチ ･腰痛 ･肩こり ･うちみ ･くじき ･

疲労回復 ･冷え性 ･あせも ･しもやけ ･荒れ性 ･痔

※タオル、シャンプー、ドライヤーなどは常備していません

●問合先　保健福祉センターどんぐり　�３５５-０６６６

町外の方町民の方

無　料無　料幼　児

２００円無　料小中学生

４００円２００円高校生 ･大人

４００円１００円60 歳以上

▲休憩はいこいの部屋を利用ください
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　本会は、特別名勝・松島の郷土史を学びつつ、俳聖・松尾芭蕉が「扶桑第一の好風」と称した『おくの細道』

の調査研究を重ねています。日頃の研究の成果を、松島を訪れる多くの観光客の皆さんにボランティア・ガイ

ドとして「おもてなし」しています。現在、町内外を含め２５人ほどの会員で活動を行っていますが、新入会員

を募集中です。この機会にぜひご参加ください。

●日時　５月１０日 （土）　１０：００開会

●場所　松島ホテル大観荘会議室

●総会議題　平成２５年度事業報告並びに決算報告承認の件

平成２６年度事業計画並びに事業予算承認の件

総会終了後記念講演

●記念講演　演　題　「宮城県観光振興策―松島・湾ダーランド事業の推進について」

　　　　　　講　師　宮城県観光課長　高橋　剛彦氏

　　　　　　参加費　無料（会員以外の方も聴講できますので、お気軽にお越しください）

　　　　　　※講演資料を配布しますので、あらかじめ参加人数を５月５日（月）までお知らせください。

●懇親会・昼食会　講演終了後、同ホテル内の宴会場にて開催します

　　　　　　　　　※要予約、５月５日（月）までお知らせください。懇親会費　３， ５００円

●問合先　おくの細道松島海道　事務局　赤間正彦　�３５４-３１４６

平成２６年度「おくの細道松島海道」定期総会のお知らせ
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一言メモ 

　（公社）松島町シルバー人材センターでは、宮城県と松島町、町内の民間企業と一般家庭

からのご支援・ご援助のもと、平成２５年度は、受注件数３２１件、受注金額４，０１０万円の就

業をさせていただきました。会員９６人・役職員一同、心から御礼申し上げます。

　平成２６年度も、シルバー事業は、行政の下支えをする町民生活のサポート事業であること

を念頭におき、「自主・自立、共働・共助」のシルバー理念のもと無事故・無災害を心掛け

て頑張りますので、ご指導と尚一層の御発注をお願い申し上げます。

　また、シルバー人材センターでは常時会員を募集しています。

６０歳以上の町民の皆様！これまで培った豊富な知識と経験をシルバーで活かしませんか。

公益社団法人松島町シルバー人材センター 
〒９８１-０２１５   松島町高城字浜１番地の３
TEL　３５３-４５０５ 　E-mail  matsushima@sjc.ne.jp
URL　http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

シルバーだより
� ���������������������

� ���������������������

　毎月第一火曜日の相談会場は、役場庁舎２階に変更になりました。また、消費生活相談窓口への電話番

号も変更になりました。

　消費生活相談窓口では、契約したがおかしい、身に覚えのない請求書や商品が届くなどの消費生活に関

する困りごとに、消費生活相談員が相談に応じ解決に向けたお手伝いをします。相談内容などの秘密は

必ず守りますので、不安なことがあれば一人で悩まずお気楽にご相談下さい。

　また町では消費者被害を防ぐために、消費生活出前講座を実施します。くらしに役立つ知識を地域ぐ

るみで学ぶために、地域の会合やサークルなどの集まりの際には、ご一緒に学ぶ機会を設けていただきた

いと思います。希望される場合は、消費生活相談窓口までお問い合わせ下さい。

　詳しく知りたい方やお困りのことがありましたら消費生活相談窓口にご連絡下さい。

消費生活相談　●相談日時　毎週火曜日・木曜日　9：00 ～ 16：30

　　　　　　　（第一火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます）

　　　　　　　●相談窓口　産業観光課産業振興班　�３５４-５７０7

消費生活相談窓口からのお知らせ消費生活コーナー

５月は消費者月間です
平成２６年度テーマ「つながろう消費者～安全・安心なくらしのために～」

　毎年５月を「消費者月間」として、消費者問題に関する啓発、教育等を行っています。

　今年は高齢消費者被害、例えばこれまで被害にあった人が再び狙われる「二次被害」や「振り込め詐欺・振り込め詐欺類似な

ど」、また、高齢者本人が相談に行かない傾向などの増加が続いています。全国統一テーマは消費者問題に対して、見守り支援

や地域皆さんの輪など積極的サポートが大切であるという思いが込められています。町でもいっしょに進めて行きます。
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松島十二支記念館催事情報

第５回アトリエ Honey Bee

作品展示会

楽しい社交ダンス・講習会

塩釜法人会公開講演会

「日本経済再生の処方箋とアベ

ノミクス」開催のお知らせ

松島病院禁煙外来　近況報告

　これまで多くの方に禁煙外来を受

診していただき、禁煙補助薬を使っ

て禁煙に成功、卒煙していきました。

喫煙者は男性では 4.5 倍、女性では

2.3 倍、肺がんで死亡するリスクが

高いのです。

　これから禁煙を考えている方、優

しいスタッフがサポートします。ぜ

ひご相談ください。

●日時　毎週水曜日　１４：００～

　　　　　※予約制になっています

●場所　松島病院

●問合先　松島病院　佐藤智晴

　�３５４‐５８１１

●日時　５月２６日 （月）　

　　　　１４：３０～１６：００

●場所　ホテルグランドパレス塩釜

●講師　ノースアジア大学経済学部

特任教授　野口秀行氏

●聴講費　無料

●申込み・問合先　（公社）塩釜法

人会　�３６５‐８８５９

　健康の維持・増進に人気の社交ダ

ンス。初めての方を対象に体験講習

会を開催します。

●日時　６月３日（火）～２４日（火）

の毎週火曜日（計４回）

　１９：００～２０：４５

●場所　松島町文化観光交流館

　大ホール

●内容　ワルツ、ルンバ、ジルバな

どを、ダンスが初めての人を対象

にしたレッスンプランで講習しま

す。お気軽にご参加ください。

●その他　受講の受け付けは当日

（６月３日）１８：３０から直接会場

で。参加費は無料です。

●問合先　松島町社交ダンス研究会

事務局（喫茶店キャビン）伊藤　

�３５４‐５３７２　（９：００～１７：００）

●日時　５月１１日（日）

　１０：００～１７：００

●場所　松島町文化観光交流館

●その他　当日は折布のコインケー

スのワークショップを開催します。

ご参加の方は針と糸をご持参くだ

さると嬉しいです。

●問合先　アトリエ Honey Bee

　森竹　�３４５‐２５８５

 標葉 千香子個展
し ね は

●日時　５月３１日 （土）まで

　１０：００～１６：００

●場所　松島十二支記念館展示ギャ

ラリー

●観覧料　無料

こども体験会

 標葉 先生と絵をかいてみませんか？
し ね は

●日時　５月５日 （月）

　午前の部：１０：００～１１：００

　午後の部：１３：００～１４：００

●場所　松島十二支記念館ギャラ

リー

●参加費　無料（随時３人まで受け

付け出来ます）※クレヨンと紙は

用意しています

●問合先　松島十二支記念館

　　　　　�２９０-７３3１

松島アトム体操教室

メンバー募集

　幼稚園から小学生のおともだち！

器械体操でバクテンやブリッジ、跳

び箱、鉄棒ができるように頑張って

みませんか？楽しいトランポリン

レッスンもあるよ！運動の苦手な子

も、専門の先生が楽しいレッスンで

素質を引き出していきます。

●コース・日時

幼稚園コース（４，５歳）

：毎週火曜日　１４：３０～１５：３０

小学生低学年コース（１～３年生）

：毎週火曜日　１５：３０～１６：３０

小学生高学年コース（４～６年生）

：毎週火曜日１６：３０～１７：３０

※その他県代表を目指す選手コー

スもあります

●練習場所　松島Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター体育館

●体験　随時可能です

●問合先　アトム体操教室　青沼幸

彦　�０９０-９０３０-１５７８

みやぎジョブカフェ

合同適性試験＆合同企業説明会

●日時　６月２日 （月）

　　　　１３：００～１６：００

●場所　仙台市情報・産業プラザ

　　　　( アエル 5階、６階 )

●対象者　①平成２７年３月卒業予

定者 ( 大学院、大学、短大、高専、

専門、専修学校 )　②若年求職者

(３９歳以下 )

●参加企業　宮城県内に本支店・営

業所等がある企業約４０社

●問合先　�７４５-０００７、ホームペー

ジ（http：//www.miyagi-jobcafe.jp）
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ドンラ健 康
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
５月１２日（月）、２６日（月）　母子健康手帳の交付

　受付　９：３０～１１：００

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
５月７日（水） ２歳６か月児歯科健診　　

 対象：H23 年 11 月～ H23 年 12 月生

 受付　１２：３０～１２：４５

５月９日（金） ３～４か月児健診

 対象：H25年 12月 8日～H26年 2月 9日生

 受付　１２：３０～１２：４５

５月１４日（水） 親子歯っぴー健診（２歳児歯科健診）

 対象：H24 年 4月～ H24 年 6月生

 受付　１２：３０～１２：４５

シルバー昼食会
５月   １日（木）、２０日（火）　あったか～い（どんぐり１班）

５月   ８日（木）、２２日（木）　あったか～い（どんぐり２班・３班）

５月１４日（水）、２８日（水）　あったか～い（交流館）

５月   ２日（金）、２３日（金）　あったか～い（品井沼）

５月３０日（金）　　　　　    あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業
５月１２日（月）　動楽ウォーキング教室（文化観光交流館前）

５月１６日（金）　 減る脂 クラブ（温水プール美遊）　　　　
ヘ ル シ ー

５月１９日（月）　ノルディックウォーキング教室

（文化観光交流館）

精神保健事業
５月２１日 （水）　かもめの会

自立支援医療費（精神通院）支給認定申請について
自立支援医療費（精神通院）支給認定の申請の手続き（新

規・更新）に来られる方は、事前にご連絡ください。

●問合先　健康長寿課健康づくり班

　　　　　（保健福祉センターどんぐり）　�３５５-０７０３

『健康の日』のお知らせ
　水中運動は膝や腰などに負担をかけずに、筋力やバランス力
をアップさせます。
　「健康の日」に参加して、ワンランクアップした健康を手に入
れましょう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
●日　時　５月９日 （金） １０：３０～１１：３０　（※１０：００～受付）
●場　所　松島町温水プール　美遊
●内　容　アクアエクササイズ
　　　　　（水中ウォーキング、ストレッチ、ほか）
　　　　　講師：高谷　枝里インストラクター
●参加費　５００円（６５歳以上の方は３００円）
　　　　　※受付でお支払いください。
●持参する物　水着・スイムキャップ・タオル
●申込み締切り　５月８日（木）まで電話でお申し込みください。
●申込み・問合先　健康長寿課健康づくり班　 �３５５-０７０３
　　　　　　　　　（保健福祉センターどんぐり）

１１１１１１１１１１１１００００００００００００年年年年年年年年年年年年先先先先先先先先先先先先もももももももももももも健健健健健健健健健健健健ややややややややややややかかかかかかかかかかかかにににににににににににに１０年先も健やかに
～～～～～～～～～～～～松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島町町町町町町町町町町町町健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康ププププププププププププラララララララララララランンンンンンンンンンンン②②②②②②②②②②②②～～～～～～～～～～～～～松島町健康プラン②～

　緑の木々がさわやかに彩り、松島の風景をゆっくり眺めながら散

歩するのにもいい季節となってきました。さて、松島町健康プラン

ですが、前回４つの大きな柱があることをお伝えしました。今回は

その中の１つ「健康寿命の延伸」についてご紹介します。

　皆さんもご存知の通り、健康寿命とは、日常的に介護を必要とし

ないで自立した生活ができる期間のことをいい、松島町の女性は平

成22年度に宮城県内35市町村のうち第１位となっています。一方、

不健康な期間（平均寿命と健康寿命の差）は、男性 1.59 歳、女性 3.53

歳と女性が 長いという特徴があります。生涯、健康で快適に生活す

るためには、不健康な期間は短い方が望ましく、住民の皆さん一人

ひとりにあった健康づくりのための取り組みが不可欠です。

　そこで、町では“楽しい”と思っていただける内容の健康づくり

教室（生活習慣病予防や介護予防など）を考え実施していきます。ま

た、健診等の機会を通じて皆さんのなりたい将来像を一緒に考える

機会としていきたいと考えています。

ぜひ健診や教室、それ以外でもいつでもご相談くださいね。

【問合先】健康長寿課健康づくり班
　　　　　（保健福祉センターどんぐり）
　　　　　�３５５-０７０３

今月のピカピカ賞

４月１１日の３歳６か月児健診で、むし歯のな

かったお子さんを紹介します。

★お口の輝いている子どもたちの笑顔は、何にも
勝る宝物です。これからも良い食習慣と歯みがき
を続けて、きれいな歯を守りましょう！　

 笠  原 　 由  麻 くん（幡谷）
かさ はら ゆう ま

 井  上 　 桃  太  郎 くん（幡谷）
いの うえ もも た ろう

 遊  佐 　 颯  太 くん（高城）
ゆ さ そう た

 佐  藤 　
さ とう

 颯  介 くん（本郷）
そう すけ

 大  友 　 豪  毅 くん（高城）
おお とも ごう き

 大  久  保 　 瀬  那 くん（幡谷）
おお く ぼ せ な

 石  垣 　 花  凛 ちゃん（高城）
いし がき か りん

 秋  保 　 空 くん（幡谷）
あき ほ そら

 大  場 　 遼  太  郎 くん（手樽）
おお ば りょう た ろう

 桶  本 　 悠  月 ちゃん（本郷）
おけ もと ゆ づき

 久  野 　 夏  実 ちゃん（高城）
く の なつ み

 岡  本 　 晴  一  郎 くん（高城）
おか もと せい いち ろう
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男７,279 人（-10）　   人口１５,０40 人（-5 人）
女７,761 人（+5）   　  ５,５76 世帯（+27）

（Ｈ ２6年 4月 1 日現在：住民基本台帳）

　町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。
お申込みお待ちしています！

●問合先　企画調整課　�３５４-5702

平成 25年 5月生まれ

 北  目 　 瑞  季 ちゃん
きた め みず き

平成２５年 5月 17日生まれ

（幡谷）

お兄ちゃんとうどんが大好きな女の子です。

 小  野 　 雷  斗 くん
お の らい と

平成２５年５月１９日生まれ

　（高城）

元気いっぱい！逞しく育っています！

 :   橋 　 静  流 ちゃん
たか はし しず る

平成２５年５月２７日生まれ

（高城）

お兄ちゃん大好き！わが家のおてんば娘★

 石  田 　 結  菜 ちゃん
いし だ ゆ な

平成２５年５月３日生まれ

（松島）

イチゴ大好きっ！毎日ニコニコ♪

【夫婦町交流事業】

池田修三版画展 

つ な が り
－象潟から松島へ－

開催期間／平成２６年６月１日（日）～１５日（日）

　　　　 　１１：００～１７：００

主会場／観瀾亭松島博物館

入　場　無　料

　松島町と夫婦町の締結をしている秋田県にかほ市象潟出身の版画家故・池田修三氏の作品は地元銀行の通帳や、象

潟町の広報紙「広報きさかた」の表紙に起用されるなど、地元で愛され親しまれてきました。象潟ではいつしか結婚、

新築、出産など様々な祝い事において、修三氏の作品を贈り合うという文化が育まれたそうです。にかほ市では４月

２９日から５月６日まで修三氏の版画展が開催されます。今回、その素晴らしい作品と地元に根付いてきた“暮らし

のなかのアート“という文化を紹介するため、松島でも版画展を開催します。

　多色摺り木版画の高度な技術と芸術性、美しくも、どこか懐かしさを感じさせる作品の魅力に触れるとともに、夫

婦町にかほ市の魅力を再発見してみませんか？　

池田修三（いけだしゅうぞう）

1922 年、秋田県にかほ市象潟町生まれ。版画家。秋田

県内の高等学校美術科教諭を退職後、1955 年に上京し

版画に専念する。主なテーマは子どもたちの情景で、晩

年は風景画も手がける。作品は企業カレンダーや銀行

の通帳、「広報きさかた」の表紙などにも使われる。

2004 年 82 歳で死去。

主催　池田修三松島展実行委員会

●問合先　松島町産業観光課観光班　�３５４-５７０８

ほか、松島町内各所にて展示します。

※広報まつしま６月号に版画展の詳細を掲載します。
「かほる」１９７１年

【にかほ市での版画展開催情報】
池田修三没後１０年作品展『いろどり』

４月２９日（月）～５月６日（火）

１０：００～１７：００　にかほ市象潟公会堂にて
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